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学修について	

	

	 本校では，１学年から諸君を「学生」と呼んでいます．それは諸君を，学業においても日常生活において

も，自律的に自己管理ができる人であると期待しているからです．『学生便覧』の有明工業高等専門学校学則

および教育課程の内容を理解した上で，この『授業要目（シラバス）』を熟読し，学生らしく主体的に学習に

取り組んでください．	

	 本校の教育理念および学習・教育到達目標についても，その内容を理解しなければなりません．とくに，

学習・教育到達目標は，諸君が本校で学ぶ学習の目標を，また卒業（あるいは修了）時に身につけておくべ

き能力を簡潔にまとめたものです．繰り返し読んでいつでも言えるようにするとともに，目標を達成するた

めの学習ができているかどうか，常に自分自身の学習状況を振り返る習慣を身につけてください．	

	

	 履修科目には必修科目と選択科目があります．必修科目は必ず修得しなければならない科目です．選択科

目には単独開講と並列開講の種別があります．単独開講選択科目は全学生に修得してほしい科目で，並列開

講選択科目は自分の興味や将来の進路などを考慮して選択できる科目です．その他に授業外科目もあります。

たとえば，『学生便覧』に記した技能審査による資格なども，所定の手続きを経た後に単位として認定します．

在学中にさまざまな資格試験に挑戦してください．	

	 それぞれの科目は系統的に深く関連しています。『授業要目（シラバス）』の中の「科目系統図」をみて，

履修科目の位置づけを理解してください．低学年の基礎科目から理解を積み上げていかないと高学年の関連

科目を理解できません．低学年から基礎学力をつけなければならないのは，そのためです．	

	 『学生便覧』の教育課程に記した進級・卒業の要件は，それを満たす最低限の要件を示したものです．諸

君が将来活躍する「世界」を広げるために，また余裕をもって進級・卒業するために，修得単位数は最低限

ではなく多めに設定してください．就職や進学の際には，どのような科目をどのような成績評価で修得した

かが問われます．低学年からできるだけ多くの科目（の単位）を高い評価で修得するよう努めてください．	

	

	 これからは学歴よりも諸君ひとり一人の学力，言い換えれば，在学中に身につけた能力が評価される時代

になります．向上心をもち，自分の学習・生活状況を自己点検し，不十分なところは絶えず改善していくよ

う心がけてください．	

	 社会から求められるのは，卒業時点での学力・能力です．全学生が学修の意義や到達目標を把握し，日々

の学習計画を立て，主体的に勉学に励み，成果を上げることを期待しています．	
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有明高専の教育理念と学習・教育到達目標	
	

	 有明高専では，「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性・多様性・学際性・国際性に富む実践的な

高度技術者の育成をめざす」ことを教育理念としています．	

	 １・２学年においては，多くの一般科目を学習することで自然科学の基礎と国際的な視野を養い，さまざ

まな視点から物事を考える姿勢を育みます．また，一連の工学基礎科目の学習と混合学級制による他学科の

学生との交流を通して，工学や技術に対する動機付けを行うとともに，創造性・学際性・多様性を培います．	

	 ３・４・５学年においては，工学に不可欠な自然科学を修得し，専門科目の学習と並行して多くの実験・

実習，設計製図，卒業研究等に取り組むことによって，専門性と創造性を育みます．また，実験・実習や卒

業研究等の発表会，および人文科目の学習を通して，コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を

育成します．	

	 専攻科においては，高度な自然科学を学ぶとともに国際的に活躍するために発展的な人文科学を修得しま

す．また，全専攻に共通した科目の学習を通して学際的な専門性を育むとともに，３・４・５学年で学び培

われた専門性や創造性をさらに深め，発展させます．さらに，技術と人・自然・社会との調和を図るために，

技術者倫理の涵養を目指します．	

	 このような教育を通して教育理念を実現するために，以下の学習・教育到達目標を掲げています．	

	

	

（Ａ）豊かな教養と国際性	

	

(A-1)	考察力	 地球的視野から物事を多面的に理解できること．	

	

(A-2)	倫理観	 社会や自然の中での技術の役割を理解し，技術者としての責任を自覚できること．	

	

(A-3)	コミュニケーション能力	 適切かつ円滑に読解・表現ができること．	

	

（Ｂ）専門知識と学際性	

	

(B-1)	基礎知識	 専門分野の基礎となる内容を理解していること．	

	

(B-2)	専門知識	 専門分野の内容を理解していること．	

	

(B-3)	実践力	 実験・実習等の内容を理解・実行・考察できること．	

	

(B-4)	学際的知識	 様々な分野の知識と技術を理解し，複合的に活用するための視野を持っていること．	

	

（Ｃ）創造性とデザイン能力	

	

(C-1)	課題探究力	 自ら課題を発見し，その本質を理解できること．	

	

(C-2)	課題解決力	 身につけた教養と実践力を活用し，課題を解決できること．	
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「複合生産システム工学」プログラム	
	

有明工業高等専門学校は「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」を目的として設

置され（学校教育法70条の2），5年間の一貫教育の特色を生かした｢くさび型｣カリキュラムによって多くの実

践的技術者の育成を行なってきました．	

しかし，近年の産業界の情勢は大きく変化し，産業の国際化，融合･複合化が進みつつあり，技術者教育に

は工学の専門知識と学際的知識を総合した判断力と問題解決能力，および創造性と国際性に富んだ技術者の

育成が求められています．このような状況の中で，平成13年度に本校に専攻科が設置されました．	

これに伴い，本科4年次から専攻科2年次までを一貫した技術者教育プログラムとし，社会のさまざまな要

請にこたえられる技術者教育を行なっています．	

一般に技術者とは，数理科学および自然科学の知識を駆使し，社会や環境に対する影響を予見しながら資

源と自然力を活用し，経済活動の担い手として人類の利益と安全に貢献するハード･ソフトの人工物やシステ

ムを研究･開発･製造･運用･維持する専門職業人のことを言いますが，技術が急速に進歩し複合化している現

在では専門分野のみならず，他の専門分野との境界領域についても責任を持たなければなりません．	

また，構築，製作された｢もの｣が安全であること，さらには｢もの｣が社会や自然環境と共存できることに

まで責任を負うことが技術者には求められています．	

このような背景と本校の｢幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性･多様性･学際性･国際性に富む実

践的な高度技術者の育成をめざす｣という教育理念を踏まえ，本校では本科4年次から専攻科2年次までの4年

間に相当する学習・教育に対して，一貫した一つの教育プログラムとして｢複合生産システム工学｣プログラ

ム（以下，本プログラムという）を設定しています．	

本プログラムでは，工業生産活動（機械，電気，電子情報，物質，建築）における諸課題を自ら発掘し，

多角的な視点から解決するため，ものづくりに重点をおき，工学の専門知識と学際・複合的知識を総合した

判断力と問題解決能力を備えた技術者の育成を目指しています．さらにはこれらの教育を通じて，人々に優

しく，自然と共存できる技術の開発に携わり，環境問題･食糧問題･エネルギー問題など今日的な諸課題につ

いて柔軟に対応できる技術者を育成することを目的としています．	

このような技術者を育成するために，先に示した学習・教育到達目標を掲げています．ただし，「複合生産

システム工学」プログラムの履修対象者は本科 4 年次～専攻科 2 年次までの学生ですが，本プログラムの最

終的な履修者は専攻科に入学した学生とします．	

なお，本校の「複合生産システム工学」プログラムは，平成16年度にJABEEから認定されております．	JABEE

認定制度についての詳細はhttp://www.jabee.org/を参照してください．	
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シラバスの記載事項について	

	

	 シラバスは，各授業の内容などを記載したものですが，単にそれらを寄せ集めただけではありません．	

	 本校は高専であり技術者を育成する学校です．学生諸君が技術者として新たな社会の一員になるためには，

卒業時までに身につけておくべき能力などを明示した「学習・教育到達目標」を設定し，諸君がその到達目

標を達成できるような教育を行う必要があります．そして，学習・教育到達目標を達成できるような教育（学

生が技術者に必要な能力を身につけられるような教育）を行うためには，目標と関係する科目を効果的に配

置する必要があります（これが教育課程（カリキュラム）の編成です）．	

	 つまり，「この科目はカリキュラムの中でどのような位置づけにあるのか」，「この科目の到達目標を達成で

きたかどうかの判定（評価）はどのように行われるのか」，「どのような科目を修得すれば，どの学習・教育

到達目標が達成できるのか」など，各授業の内容だけでなく，カリキュラム編成の趣旨に沿って作成された

ものがシラバスです．	

	 シラバスは，本校の教育全体と関わりをもった内容が記載された冊子です．本校の教育理念を体現するよ

うな技術者になるために，シラバスを活用してください．	

	

	 次のア）からカ）までの項目は，各科目のページに記載されている項目自体の意味内容を説明しています．

参考にしてください．	

	

	

ア)	 科目基礎情報	

①	 科目番号…	 各科目の番号です．Z は各学年全体に共通する科目です．M,E,I,C,A はそれぞれの学科

（2学年から 5 学年）で開講される専門科目です。	

②	 科目区分…「必修」・「選択」の種別です．	

③	 授業形式…「授業」・「演習」・「実験」の種別です．	

④	 単位数…修得できる単位数および「履修単位」・「学修単位」の種別を記載しています．	

「履修単位」は，1単位につき 30	コマの授業をさします．	

「学修単位」は，1単位につき	45	コマの学習を必要とします．授業が	n	コマ行われると，	45-n	コ

マの自学自習を必要とします．たとえば，「学修単位(15/45)」の	科目は，1 単位につき，15	コマの

授業が行われ，30	コマの自学自習を必要とします．授業時間はもちろん，時間外も計画的に学習に

励んでください。	

⑤	 開設学科…対象学科を記載しています．1 学年は新しい創造工学科，2 学年以上は従来の機械工学科・

電気工学科・電子情報工学科・物質工学科・建築学科となります．また，「全学科」は 2 学年から 5

学年までの各学年の全クラスをさします．	

⑥	 対象学年…対象学年を記載しています．	

⑦	 開設期…「通年」・「前期」・「後期」の種別です．	

⑧	 週時限数…90 分授業を規準として，１週間に実施される授業の回数を記載しています．	

⑨	 教科書╱教材…使用する教科書，参考書等を記載しています．	

⑩	 担当者…授業を担当する教員名を記載しています．複数の教員で担当する科目もあります．	

イ)	 到達目標と評価（ルーブリック）	

「到達目標」には「（当該）科目の到達目標」を記載しています．	

「ルーブリック」とは「科目の到達目標」に対して，学生自身がどのような「行動特性」（○○するこ
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とができる）をとれば，どの評価が得られるかを明示したものです．つまり，学生が（自学自習を含め）

授業を受けた後に「○○することができる」ようになったレベルに応じて，「優・良・可・不可」など

の成績評価の目安が示されていると思ってください．	

ウ)	 学科の到達目標項目との関係	

当該科目が学校の「学習・教育到達目標」（Ａ−1〜Ｃ−2）のどれと関係しているかを記載しています．

科目により，複数の学習・教育到達目標と関係しているものもあります．	

学習・教育到達目標と「主体的（密接）に」関係する場合には「◎」，「付随的に」関係する場合には「○」

の記号を記し，関係性を示しています．	

Ａ-1 からＣ-2 の横にある(a)から(i)は JABEE の目標です．それぞれの目標は下に示しています．	

エ)	 教育方法等	

①	 概要…授業の概要を記載しています．	

②	 授業の進め方と授業内容・方法…授業の進め方や内容・方法について具体的に記載しています．	

③	 注意点…当該科目を受講する際に前提となる知識などを記載しています．	

オ)	 授業計画	

週ごとに授業内容・方法の計画を示し，そこでの到達目標を記載しています．	

カ)	 評価割合	

当該科目での総合評価を，どのような割合にもとづいて行うかを記載しています．	

「ポートフォリオ」とは，小テスト・レポート・成果品などをさしています．	

	

JABEEの(a)から(i)の説明	

（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養	

（b）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解	

（c）数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力	

（d）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力	

（e）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力	

（f）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力	

（g）自主的、継続的に学習する能力	

（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力	

（i）チームで仕事をするための能力	

	

	

 

 

 



1年 2年 3年 4年 5年
文学Ⅰ 3 3
文学Ⅱ 2 2
基礎解析学 4 4
解析学Ⅰ 4 4
解析学Ⅱ 3 3
基礎物理学 5 2 3
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2

保�体 保健体育 5 3 2
英語Ⅰ 5 3 2
英語Ⅱ 6 3 3

42 21 18 3 0 0
文学Ⅲ 2 2
日本語コミュニケーションⅠ 1 1
地理学 2 2
歴史学 2 2
社会学 2 2
政治学・経済学 1 1
基礎数学Ⅰ 2 2
基礎数学Ⅱ 1 1
代数・幾何 3 2 1
数学特講 1 1
数学演習 1 1

理�科 生�物 1 1
保健体育 2 2
体育実技 2 1 1
音�楽 1 1
美�術 1 1
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝB 2 2
英�語 4 2 2
英会話 1 1
英語演習Ⅰ 1 1

36 6 8 13 6 3
日本語コミュニケーションⅡ 1 1
文学特講 1 1
社会科学Ⅰ 1 1
社会科学Ⅱ 1 1
環境科学Ⅰ 1 1
環境科学Ⅱ 1 1
人間科学Ⅰ 1 1
人間科学Ⅱ 1 1
英語演習Ⅱ 1 1
英語演習Ⅲ 1 1
第二外国語Ⅰ 1 1
第二外国語Ⅱ 1 1
複素関数論 1 1
ベクトル解析 1 1
フ−リエ解析 1 1
統計学 1 1

�    小�計 16 0 0 0 6 10
94 27 26 16 12 13
82 27 26 16 7 6

ボランティア活動 1
小�計 1

開設単位数
修得可能単位数

授業外科目
1

並
�

列
�

開
�

講

国�語

数�学
（前期開設科目）

この中から
1科目選択

選

択

単
�

独
�

開
�

講

国�語

社�会

芸�術

外国語

小  計

必

修

国�語

この中から
3科目選択

社�会

外国語

授��業��科��目 単位数

数�学

保�体

学年別配当
備��考

数�学

理�科

外国語

小  計

教育課程表

一般科目（各学科共通）



1年 2年 3年 4年 5年

工学基礎Ⅰ 1 1  

工学基礎Ⅱ 1 1  

工学基礎Ⅲ 2 2  

情報処理基礎 2 2  

応用物理学Ⅰ 3 3  

応用数学Ⅰ 2 2 30H+15H/単位

応用数学Ⅱ 2 2 30H+15H/単位

電気基礎 1 1  

電気製図 1 1  

電気磁気学 5 1 2 2 15H+30H/単位

電気回路 7 1 2 4 15H+30H/単位

電気電子計測 3 2 1 30H+15H/単位

制御工学 2 2 30H+15H/単位

電気電子基礎演習 1 1

電気電子工学演習 1 � 1 30H+15H/単位

電気電子工学実験 12 3 3 4 2 45H/単位

電力工学系 電気機器 4 2 2 30H+15H/単位

電子デバイスⅠ 2 2  

電子回路Ⅰ 2 2 30H+15H/単位

情報工学系 情報処理 5 1 2 2 15H+30H/単位

6 6  

65 7 8 18 24 8

応用物理学Ⅱ 1 1 � 30H+15H/単位

システム制御 2 2 30H+15H/単位

機械工学概論 2 � 2 30H+15H/単位

高電圧工学 1 1 30H+15H/単位

パワーエレクトロニクス 1 1 30H+15H/単位

電力輸送工学 2 2 30H+15H/単位

電力発生工学 2 2 30H+15H/単位

電子デバイスⅡ 1 1 30H+15H/単位

電子回路Ⅱ 2 2 30H+15H/単位

電子物性 2 2 30H+15H/単位

通信工学Ⅰ 2 � 2 30H+15H/単位

計算機工学 2 � 2 15H+30H/単位

論理回路 1 1 � 30H+15H/単位

� 小�計 21 0 0 0 5 16

電気材料 1 1 30H+15H/単位

電気法規 1 1 30H+15H/単位

電気応用 1 1 30H+15H/単位

電気設計 2 2 30H+15H/単位

計算機工学特論 1 1 30H+15H/単位

電子工学特論 1 1 30H+15H/単位

通信工学Ⅱ 1 1 30H+15H/単位

電子設計 2 2 30H+15H/単位

� 小�計 10 0 0 0 0 10  

96 7 8 18 29 34

91 7 8 18 29 29

学外実習 1(2)

課題研究 1

特別講義 1

小�計 3(4)

※備考欄での「aH+bH/単位」の表記は4・5年における学修単位で、1単位につきa時間の授業とb時間の自学が含まれることを意味します。

開設単位数
授業外科目を除く

修得可能単位数

授業外科目

1(2)

1

1

選

択

単
 

独
 

開
 

講

工学複合・総合

電力工学系

電子工学系

情報通信工学系

並
列
開
講

電力工学系

電子情報工学系

必

修

工学基礎

電気工学基礎

電子工学系

卒業研究

小�計

授��業��科��目 単位数
学 年 別 配 当

備��考

教育課程表

電気工学科



平
成
2
8
年
度
　
科
目
系
統
図
　
電
気
工
学
科
・
生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
（
電
気
系
）

◎
必
修

◎
選
択

○
必
修

○
選
択

学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

地
理
学

社
会
学

政
治
学
・
経
済
学

社
会
科
学
Ⅰ

社
会
科
学
Ⅱ

地
球
環
境
と
人
間

地
域
特
性
と
人
間
生
活

歴
史
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

生
物

音
楽

美
術

保
健
体
育

保
健
体
育

保
健
体
育

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

地
理
学

社
会
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

現
代
化
学

地
球
環
境
と
人
間
環
境
科
学

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

環
境
調
整
学

工
学
基
礎
Ⅰ

環
境
工
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

英
語
演
習
Ⅲ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
英
語

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

A
-
1

考
察
力

A
-
2

倫
理
観

A
-
3

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

基
礎
解
析
学

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

数
学
演
習

数
学
演
習

複
素
関
数
論

応
用
解
析
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅰ

代
数
・
幾
何

数
学
特
講

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅰ

ベ
ク
ト
ル
解
析

応
用
解
析
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅱ

代
数
・
幾
何

応
用
数
学
Ⅱ

応
用
数
学
Ⅱ

フ
ー
リ
エ
解
析

現
代
化
学

現
代
物
理

環
境
科
学

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

統
計
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
環
境
調
整
学

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

応
用
物
理
学
Ⅰ
応
用
物
理
学
Ⅱ

機
械
シ
ス
テ
ム
制
御

環
境
工
学

設
備
設
計

工
学
基
礎
Ⅰ

工
学
基
礎
Ⅲ

機
械
工
学
概
論
機
械
工
学
概
論
情
報
シ
ス
テ
ム

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
設
計

工
学
基
礎
Ⅱ

電
気
電
子
計
測

電
気
基
礎

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

電
気
製
図

電
気
回
路

電
気
回
路

制
御
工
学

制
御
工
学

電
気
機
器

電
気
機
器

電
気
機
器

電
気
設
計

電
気
設
計

電
気
材
料

電
子
物
性

電
子
物
性

電
子
設
計

電
子
設
計

計
算
機
工
学

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理

情
報
処
理

情
報
処
理

電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅰ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
英
語

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

シ
ス
テ
ム
制
御
シ
ス
テ
ム
制
御

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験

電
気
回
路

電
気
回
路

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

電
気
電
子
計
測

電
気
電
子
計
測
電
力
輸
送
工
学
電
力
輸
送
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
デ
ィ
ジ
タ
ル
制
御

自
動
生
産
シ
ス
テ
ム

電
力
発
生
工
学
電
力
発
生
工
学
精
密
加
工
学

応
用
流
体
工
学
塑
性
加
工
学

高
電
圧
工
学

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論

画
像
処
理
工
学

パ
ル
ス
パ
ワ
ー
工
学

電
気
法
規

電
気
応
用

機
能
デ
バ
イ
ス
工
学
応
用
電
子
回
路
工
学

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路
Ⅱ

電
子
回
路
Ⅱ

電
子
物
性
工
学

シ
ス
テ
ム
情
報
モ
デ
ル

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
管
理
論

電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅱ
電
子
デ
バ
イ
ス
Ⅱ
電
子
工
学
特
論

計
算
機
工
学
特
論
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
光
応
用
工
学

応
用
情
報
工
学
情
報
通
信
工
学

論
理
回
路

通
信
工
学
Ⅰ

通
信
工
学
Ⅰ

通
信
工
学
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

工
学
基
礎
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

電
気
製
図

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

電
気
電
子
工
学
実
験

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
実
験

電
気
電
子
基
礎
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

合
同
特
別
実
験

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

B
-
1

基
礎
知
識

B
-
2

専
門
知
識

B
-
3

実
践
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

工
学
基
礎
Ⅲ

制
御
工
学

制
御
工
学

合
同
特
別
実
験

環
境
科
学

創
造
設
計
合
同
演
習
環
境
調
整
学

電
気
機
器

電
気
機
器

環
境
工
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
設
備
設
計

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理

情
報
処
理

情
報
処
理

機
械
工
学
概
論
機
械
工
学
概
論

機
械
シ
ス
テ
ム
要
素

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
概
論

建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
分
子
生
物
学

情
報
シ
ス
テ
ム

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

材
料
工
学
概
論

地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ
地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ
地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

現
代
物
理

卒
業
研
究

卒
業
研
究

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅰ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

電
気
電
子
工
学
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

基
礎
設
計
特
別
演
習

創
造
設
計
特
別
演
習

電
気
磁
気
学

電
気
磁
気
学

機
械
シ
ス
テ
ム
制
御

電
気
設
計

電
気
設
計

機
能
デ
バ
イ
ス
工
学

電
子
設
計

電
子
設
計

応
用
情
報
工
学

特
別
実
習
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教科名 体育実技 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z001 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 イラストでみる最新スポーツルール（大修館書店） 

担当者 野口 欣照 

 
到達目標 

１．生涯を通して運動に親しむ態度を育て，各運動に必要な技能の習得及び体力の向上を図

ることができる 
２．ネット型の球技でサーブやラリーができる 
３．ターゲット型の球技で意図したところに打つことができる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解し，た

くさんのスポーツに積

極的に参加することが

できる 

「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解し，社

会人になっても健康

的に過ごせるよう積

極的にスポーツに親

しむことができる 

「生涯スポーツ」とい

う考え方を理解でき

ず，スポーツに積極的

に親しむことができ

ない 

評価項目２ ネット型の球技のルー

ルを理解し，基本的な

プレーの応用がゲーム

でできる 

ネット型の球技のル

ールを理解し，基本的

なプレーができる 

ネット型の球技のル

ールが理解できず，基

本的なプレーができ

ない 

評価項目３ ターゲット型の球技の

ルールを理解し，基本

的なプレーができる 
 
 

ターゲット型の球技

のルールを理解し，

10m 程度であれば意

図したところに打つ

ことができる 

ターゲット型の球技

のルールを理解でき

ず，10m 程度であっ

ても意図したところ

に打つことができな

い 
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学科の到達目標項目との関係 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要  運動を行うことにより，運動することの楽しさや喜びの実感，運動に必

要な技能の習得及び体力の向上を図る． 
 主体的に運動に取り組む姿勢や，生涯を通して運動に親しむ態度を育

て，各運動に必要な技能の習得及び体力の向上を図ることができる 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実技中心に進める 
実技テスト，ルールテスト有り 

注意点 実技点 80％，ルールテスト 20％で総合評価とする 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 シラバス説明 シラバスの内容を説明できる 

2 週 新体力テスト，集団行動 自分の現在の体力を確認できる，号令に合わせ

て（集団で）行進や方向転換などができる 

3 週 新体力テスト，集団行動  
4 週 ゴルフ（雨天時卓球） アプローチを意図したところに落とせる 

5 週 ゴルフ（雨天時卓球）  
6 週 実技テスト  
7 週 卓球（雨天時に卓球をし

ていた場合は晴天時ゴ

ルフ） 

ダブルスで試合ができる 

8 週 卓球（雨天時に卓球をし

ていた場合は晴天時ゴ

ルフ） 

ダブルスで試合ができる 

9 週 実技テスト  
10 週 テニス（雨天時バドミン

トン） 
ダブルスで試合ができる，ラリーからボレーや

スマッシュなどを打つことができる 

11 週 テニス（雨天時バドミン

トン） 
 

12 週 実技テスト  
13 週 バドミントン ダブルスで試合ができる，ハイクリア，クリア，

ドロップと打ち分けることができる 
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14 週 バドミントン  
15 週 実技テスト  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 English ( ) 
 
 

科目基礎情報  

科目番号 5Z002 科目区分 選択 

授業形式 授業 習 単位数 ２（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 Engineering English (beta) 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．Improve English accuracy 
２．Improve reading efficiency 
３．Improve sentence writing variety 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Can accurately parse 
both complex and 
compound sentences 

Can accurately parse 
simple sentences 

Unable to parse even 
simple sentences 

評価項目２ Can identify phrases 
and parts of speech  
and understand their 
relations 

Can identify phrase 
and parts of speech   

Can not identify 
phrases or parts of 
speech 

評価項目３ Can read and 
understand most 
complex and 
compound sentences 

Can read and 
understand most 
simple sentences 

Can not read or 
understand even 
simple sentences 

 
 

学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
 

教育方法等 
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概要 Learn about English grammar through sentence diagramming  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Most classes will begin with a question to focus student attention on an 
aspect of English grammar to be answered in class followed by a lecture 
on the grammar point and instruction on diagramming the point and 
then group work to practice diagramming.   

注意点 Require basic Jr. high school level English grammar and vocabulary 
(TOEIC 300+)  
Test will be given quarterly and count 25% each.  Homework will be 
assigned from the text each week.   

 
 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 Basic Sentence 
Structure/lecture and 
group work 

Learn about parts of speech and basic simple 
sentence structure 

2 週 Predicates/lecture and 
group work 

Learn to identify predicates and their objects 
and compliments 

3 週 Prepositional Phrases/ 
lecture and group work 

Learn to identify prepositional phrases 
including their heads and objects. 

4 週 Adjectives/ lecture and 
group work 

Learn to identify adjectives and associated 
phrases 

5 週 Adverbs and Adjunct 
Adverbials/ lecture and 
group work 

Learn to identity adverbials and understand 
their relationship to the sentence 

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Verbs: Auxiliary and 
Lexical Verbs/ lecture 
and group work 

Learn to identify longer verb phrases and 
their parts 

10 週 Verb Tenses/ lecture 
and group work 

Learn to identify all the verb tenses 

11 週 Verb Voice/ lecture and 
group work 

Learn to identify verb voice and associated 
objects 

12 週 Yes/No Questions/ 
lecture and group work 

Learn verb fronting in yes/no questions 

5



13 週 Noun Details/ lecture 
and group work 

learn about count/non-
count/singular/plural/proper nouns 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 Gerunds/ lecture and 
group work 

learn to identify gerunds and gerund phrases 

2 週 Infinitive Verbs/ lecture 
and group work 

learn to identity infinitives and infinitive 
phrases 

3 週 Possessives and 
Appositives/ lecture and 
group work 

learn to identify possessives and appositives 

4 週 Pronoun Details/ 
lecture and group work 

learn about pronoun details: demonstrative, 
relative, question,  indefinite, personal 

5 週 Conjunctions and 
Subordination/ lecture 
and group work 

Learn about coordinating and subordinating 
conjunctions  

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Adjective Clause/ 
lecture and group work 

learn to identify adjective clauses 

10 週 Noun Clause/ lecture 
and group work 

learn to identify noun clauses 

11 週 Wh Questions/ lecture 
and group work 

learn to identify Wh questions 

12 週 Other Adverbials/ 
lecture and group work 

learn about conjunctive and disjunctive 
adverbials 

13 週 Ambiguous Sentences/ 
lecture and group work 

learn to identify ambiguous sentences and 
diagram their different interpretations 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 （新 ） 

担当者   

 
到達目標 

１． を 解し することを通して 多面的なものの 方 感 方を

め 進んで 現し 書することによって人生を かにする態度を につけることができる  
２． を んで考えたことを かつ に 現することができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ や を 解し

と要点を に

することができる  

や を 解し

と要点を す

ることができる  

や を 解し

と要点を す

ることができない  

評価項目２ 学に する基

を く理解し

につけることができ

る  

学に する基

を理解し に

つけることができる  

学に する基

を理解し に

つけることができな

い  

評価項目３ 時 で れた

を することがで

きる  

められた時

で を するこ

とができる  

められた時

で を するこ

とができない  

 
学科の到達目標項目との関係 

A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

○A-3(f)： かつ に 解 現ができること． 

 
教育方法等 

概要 の 解を行い を書く  
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
を する の について 明 期の

の との など なアプローチで

に ることで 多面的な が 得でき 的な 解を行うことが

できる 各 レポートとして を し のうちの れた

を し に えることで 学生の 心に した授業

と 方向のやりとりを 能にする  

注意点 ２ 程度の 力  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス 
について 

学習 と授業の進め方を理解できる  
についての を につける  

2 週 の１ 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

3 週 の２ 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

4 週 の３ 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

5 週 の  
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

6 週 の５ 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

7 週 の  
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

8 週 とめの   
9 週 の  

 
場人物の心理と行動を理解できる  

自分の考えを に 現できる  

10 週 の  
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

11 週 の  
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

12 週 の  
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

13 週 の 10 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  
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14 週 の 11 
 

場人物の心理と行動を理解できる  
自分の考えを に 現できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 30    70  100 

基礎的能力 30    70  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 社会科学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 参考書： 
 康  説  （ 社，2008 ） 
   （ 書 ，2013 ） 

担当者 口  

 
到達目標 

１．20 後 のア ア地 の を，大きな 組みと れの中で，説明できる  
２．21 の 社会の を， 的 面から，説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ あなたは，「20 後

のア ア地 の

」を，大きな 組み

と れの中で，必要な

基 を しく 用

することができ， 理

的に（ や 上の

りなく） み に説

明できている  

あなたは，「20 後

のア ア地 の

」を，大きな 組み

と れの中で，必要な

基 を りがあ

るものの 用するこ

とができ， や

上の りが れる

ものの み に説明

できている  

あなたは，「20 後

のア ア地 の

」を，大きな 組み

と れの中で説明す

る に，必要な基

を しく 用する

ことができず， や

上の りが多い

ため， み に説明で

きていない  

評価項目２ あなたは，「21 の

社会の 」を，

必要な基 を し

く 用することがで

き， 理的に（ や

上の りなく）

み に説明できてい

あなたは，「21 の

社会の 」

を，必要な基 を

りがあるものの

用することができ，

や 上の りが

れるものの み

あなたは，「21 の

社会の 」を

説明する に，必要な

基 を しく

用することができず，

や 上の り

が多いため， み に
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る  に説明できている  説明できていない  

 
学科の到達目標項目との関係 

A 1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要  「人 は社会的動物である」といわれるように， たちは社会の中でし

か生きることができ せん して， の社会の中で， をあるいは

をよりよく生きようとするなら，主体的に社会のことを り，考え， き

かけなければなり せん   

 こで本授業では，21 の な「社会」を るにあたり，最も大き

な単位となる「 社会」を とし，「 」の 面からアプローチし

ようと い す 後も が す す進 し， れに い 本の社会

も を けていくことを考えると，大きな 方で社会をとらえることが

要 されると考えるからです た，どのような社会であれ，必ず 的

過程を て するわけですから， の過程を考 することで現在をより

よく理解することができるからです  

 たちに最も なところから考えていくことが， 社会を考えるう

えで，大 な となるでし う  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 プリントに って で進め す 単 内容によって， ループ

ーク を取り れることもあり す（ にもより すが）  

 た，授業内容はかなり「 的」ですから， 習はもちろん， 習も

積極的に行って さい 授業内容の理解を けるために，参考となる

（ ース）を し すので，こちらも積極的に参照して さい  

注意点  科 で 的に学習してきた「地理学」，「 学」，「社会学」，「

学 学」の がみなさんの理解を けることになるでし う  

 た，授業で える内容は時 的 からかなり されたものになる

ため，授業時 でもさ な学習 動を取り れ， 心をも

つことが必要です に，新 は んで しい「 」です  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週  イダンス シラバスの内容を え，本授業を する

態度を につけることができる  

2 週 後 の  大 の と 体 の につ

いて説明できる  
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3 週 中 人 の  中 人 の 過程と「 つの中 」

について説明できる  

4 週 と分  体 での の過程 よび を

説明できる  

5 週 ア アの  体 での ア ア の を説明

できる  

6 週 ア アの  体 での ア ア の を説明

できる  

7 週 ア アの  体 での ア ア の を説明で

きる  

8 週 中 試   

9 週 テスト と解説 勢

力の  
の 度を自 評価できる 勢

力の と の現 的意 を説明できる  

10 週 ア アの  中 の過程 よび を説明できる  

11 週 中 と 大  中 と 大 でにいたる過程を説

明できる  

12 週 中 と 大  大 の 的意 よび の後の中

の を説明できる  

13 週 1960 の  の の を説明でき

る  

14 週 1960 の ア

ア  
1960 の ア アの を説明で

きる  

15 週 1960 の ア

ア  
ト ム の過程 よび 的意 を説明

できる 

16 週 テスト と解説 の 度を自 評価できる  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 科学  
 
科目基礎情報 

科目番号 5Z005 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 
開設学科 学科 対象学年 ５ 
開設期 期 週時限数 １ 

教材 の を えて（ダイ ンド社） 
ータブック人口 ータブック （ 書店） 

担当者 中   
 
到達目標 

１． を生み す の つである 本主 の について説明できる  
２． に れる人口 の各 の について説明できる  
３．地球 で こっている と人 動の の について説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ を生み す

の つである 本主

の について

用 を的確に 用して

的な説明ができる  

を生み す

の つである

本主 の に

ついて基本的な説明

ができる  

を生み す

の つである

本主 の に

ついて 理的な説明

ができない  
評価項目２ に れる人

口 の各

の について用 を

的確に 用して 的

な説明ができる  

に れる

人口 の各

の について

基本的な説明ができ

る  

に れる

人口 の各

の について

理的な説明ができ

ない  
評価項目３ 地球 で こってい

る と人 動

の の について

用 を的確に 用して

的な説明ができる  

地球 で こって

いる と人

動の の に

ついて基本的な説明

ができる  

地球 で こって

いる と人

動の の に

ついて 理的な説明

ができない  
 
学科の到達目標項目との関係 

A—1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること. 

○A—2(b)：社会や自 の中での技 の を理解し，技 としての を理解できること. 
 
教育方法等 

概要 この科 の 要な ー ードの つが である しかし授業で う内
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容は 現 や といった の ではない れらの

を き こす 通の の つが人 動である つ り とは地

球という と れを 用する人 の 動のアンバランスな 態をいうので

ある この科 の 的は の人 の 動に して れらの がアンバラ

ンス 態を 生させているのかを考えようとすることである 地球

というス ールの大きな であるが れを考える り口は な の

中に 在している も の の に しているの という 場

感を ってこれらの を考えてもらいたい  
授業の進め方と 

授業内容・方法 
科書のような の は 用しないが 科内容を説明するために必要

な をプリント として する のプリントの内容を説明する

で授業を進めていく  
注意点 この科 で う内容は さんが している内容とはかなり なる社会

科学的な内容が中心となる ３ 生 でに学習した社会科の各 科 を 度

習してもらいたい しかし 地球 に する や は さんの

にたくさん 在しているし 授業でも の を行う である

れらに しながら 積極的な姿勢で学習に んでもらいたい た 体的

な と授業で った内容の については 授業時 学習としてレ

ポートを す である  
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1週 地球 の と現  多 な を 生させている地球の と

現 について理解できる  
2週 の 体 （１） を 生させる 本主 の 過程

について理解できる  
3週 の 体 （２） を 生させる 本主 の につ

いて理解できる  
4週 の 体 （３） 地球 の と 本主 との に

ついて理解できる  
5週 としての

（１） 
本主 を とした の の 分の

について理解できる  
6週 としての

（２） 
の といわれる の と の

について理解できる  
7週 と人口 （１） 人口の 加現 と の について理解で

きる  
8週 と人口 （２） 上地 の人口 加現 と の につい

て理解できる  
9週 と人口 （３） 人口の 加現 が地球 に及 す 点

について理解できる  
10週 と （１） での 生 の現 と の 通につい

て理解できる  
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11週 と （２） を とした の について

理解できる  
12週 と （１） での各 の生 の現 と の 通

について理解できる  
13週 と （２） を とした の について

理解できる  
14週 地球 の のシステ

ム 
地球 での を進行させる地球と人

動の について理解できる  
15週 期 試  
16週 テスト と解説  

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 人 科学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 参考図書（ の必要はない） 
 イ 有 力 生 の と実生

社  
中  の自 と イ 中 選集 10 社 

担当者 口  

 
到達目標 

１．バラ ン とは なる「自 」とは かを説明できる  
２． イ の基本的な考え方について説明できる  
３．現 インドの 価 に して， 本との いを説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ バラ ン とは なる

「自 」たちの

体 の を社会

と けて説明

できる  

バラ ン とは な

る「自 」とは

かを 分ながら

説明できる  

バラ ン とは な

る「自 」とは

かを説明できない  

評価項目２ イ による

理解， れを え

る理 ，理 に基 く

行動 などを説明で

きる  

イ の基本的

な考え方について

分ながら説明でき

る  

イ の基本的

な考え方について説

明できない  

評価項目３ 現 インドの 価

に して，いくつ

かを自分の視点から説

明できる  

現 インドの 価

に して， 本と

の いを 分なが

ら説明できる  

現 インドの 価

に して， 本と

の いを説明できな

い  
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学科の到達目標項目との関係 

A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

○A-2(b)：社会や自 の中での技 の を理解し，技 としての を自 できること． 

 
教育方法等 

概要 授業は基本的に 書を中心とした で行い す イ の

的実 に しての大きな は「 した 生の実行」です この理

的 けとなる 説といった イ の を に基

き説明し す た の 現 されたものとして， の に

する を めとする などの ， も り ，

現 の の姿と も イ を理解する上で 要な要 とし

て授業の中で し す  
生 に の を ってもらうために， をもとにした

内容を うために， 自 が現地で したものを中心に，

などの をできる け うつもりです この授業を通 て， な

る 基 と生き方に れ， の理解を めてもらいたいと い

す  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
書を中心とする ですが，授業では学生とのやり取りをしながら

説明を行い すので積極的な参加姿勢を期 し す 授業内容の理解，

を に け れる視点と の をチ ックするため， の授業

後に ント ードを書いてもらい す  

注意点 授業中に する の は時 内に め せんから， 習 習とし

て自分で んで いて さい の に，参考 やインターネット上で

の ースなどを し す 各自の で れらを参照し，より の

理解を めて さい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 インド と

イ １ 
イ は現在，どこにどれくらい 在す

るのかを理解する 

2 週 インド と

イ ２ 
現 インドの の との で イ

の 要を理解する 

3 週 の としての

１ 
マハー ーラの と実 についての

を理解する 

4 週 の としての

２ 
ンチ ル ー とは かを説明できる 
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5 週 の としての

３ 
イ でいう 24 とは かを理解する 

6 週 団の と １ 「シュラーマ 」の と イ との

を理解する 

7 週 団の と ２ と の について理解する 

8 週 中 試   
9 週 テスト と解説  
10 週 と の理 １ ー とは かを理解する 

11 週 と の理 ２ イ の （ ）を理解する 

12 週 と の理 ３ イ で説明される からの解 の理

を理解する 

13 週 と生 １ イ の 大 とは かを説明できる 

14 週 と生 ２ 的 主 の理 を説明できる 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    20 10 100 

基礎的能力 70    20 10 100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 習  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z007 科目区分 選択 

授業形式 授業 習 単位数 １（履修単位）   

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Hyper Listening （Intermediate) 3rd edition 

担当者    

 
到達目標 

１ Natural speed の の と  

２ 表 発 書 と  

３ の 理 と と  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

200 600 程度の分

の を い

て スクリプトを ず

に内容を説明できる  

200 600 程度の分

の を い

て スクリプトを な

がら内容を説明でき

る  

200 600 程度の分

の を い

て 内容を説明できな

い  

評価項目２ 

 

テ ストの や

の 現の 80%
上を しく し 書

くことができる  

テ ストの

や の 現の

60% 上を しく

し 書くことができ

る  

テ ストの

や の 現の

60% しか しく

できず 書くこと

ができない  

評価項目３ 

 

の を理解

し 授業で習った 現

の 80% 上の と

を させることが

できる  
 

の を理

解し 授業で習った

現の 60% 上の

と を させる

ことができる  
 

の を

とんど理解せず 授業

で習った 現の 60%
の と し

か させることが

できない  
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学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 と りのある分 の を いて 内容を理解するための  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ニュース ド ュ ンタリー 会 クイ の と りのある

を いて内容を理解する 口を 動させての 解  

注意点 の 習 の授業に に取り組むこと ークシートを  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 時 の き取り 時 の き取ることができる  

2 週 位 の 現 位 の 現を理解することができる  

3 週 の  単な の ができる  

4 週 の 現 の位 で の 現をすることができる  

5 週 の き取り の き取ることができる  

6 週 の き取り な を き取ることができる  

7 週 のつながり のつながりを に 換できる  

8 週 会 のリ ム 会 のリ ムを習得できる  

9 週 で用いる 現 で用いる 現を理解できる  

10 週 が ている  が ている を できる  

11 週 と のつながり と のつながりを に 換できる  

12 週 時を す 現 時を す 現を運用できる  

13 週 時 を す 現 の時 を す 現を運用できる  

14 週 と のつながり と のつながり できる  
15 週 期 試   
16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
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分野横断的能力        
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教科名  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 （ か 2014 明 書 ） 

担当者   

 
到達目標 

１． 中 （ ）の について理解できる  
２． ができる  
３． ア アの について理解できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自ら積極的に 中

（ ）の

について理解できる  

中 （ ）の

について理

解できる  

心を さず 期試

でも学力の が

られない  

評価項目２ 積極的に に取り組

み ができる  
ができる  

 
に取り組 ず

期試 でも学力の

が られない  

評価項目３ いくつかの を

み ア アの

について理解でき

る  

ア アの

について理解できる  
ア アの

について 心を さ

ない  

 
学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 この科 では 中 （ ）をとりあ の を解説し
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による 解 よび 本 による について学 の

あわせて 中 （ ）の となる中 を中心とする ア アの

をわかりやすく する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
テ ストを 用し 要点を 書しながら授業を進める  

プリントを し を す  

注意点 的な中 の に する を必要とする  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス 授業内容と 意点を理解する  

2 週 とは か の基 的 を理解する  

3 週 の  と き について理解する  

4 週 の要点 基本的な 型を理解する  

5 週 り点 号と用 の を理解する  

6 週 り  と を理解する  

7 週 書き し  書き し の を理解する  

8 週 これ での とめ（1） これ での授業内容が 習できる  

9 週 の要  の 意点を理解する  

10 週 と  について理解する  

11 週  と を む ができるよう

になる  

12 週  大意を参考にしながら の ができるよ

うになる  

13 週 習 の 業 を理解する  

14 週 これ での とめ（2） これ での授業内容が 習できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説 テスト が確認できる  

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名  

 

科目基礎情報 

科目番号 5Z009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 テ ストシリー  応用 学 上野健 / 会社 

担当者   

 

到達目標 

１． に する基本的事 を理解し， れらの を できる. 

２． の 分の を理解し， の 分を できる. 

３． の積分を理解し， に応 た方 で積分 を できる. 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 主 の で めた

の理解ができる. 

 

に する基

本的事 を理解し，

れらの が でき

る. 

の が

できない. 

評価項目２ ーシー リーマンの

理を用い，

の を行うことがで

きる.  

の 分の

を理解し，

の 分が できる. 

の 分が

できない.  

評価項目３ 単 上に 位

点が 在すると

きの 積分を

理を用いて でき

る. 

の積分を理

解し， に応 た方

で積分 が で

きる. 

の積分を理

解し， に応 た方

で積分 が で

きない.  

 

学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 
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教育方法等 

概要 この科 の内容は， ず， の 面の事 (n )を 習した

後， の を し，基本的な (

)について の 習を行い す． に， れらの の の

意 での 分 積分を学び，とくに， の意 で 分できる （

）について， れらが っている を しく て行き す． し

て最後に，「 な の 積分が(積分の ではなく) 分の

によって められる」という「 理」を学び， れを実 の の

積分の にも応用し す． 

 学 での 学の中の解 学 で， について なことを学ん

でき した．とくに， 分積分と の応用は，工学の 科 応用され

ることが多かったと い す．しかし， こで学ん は て実 の

でした．ここでは， の について， 分積分 を学 ことにな

り す． 

 さて，実 より な で 分積分 を考えることは，実 の場合

より しくなり うな気がし すが， なことに， で考えた方

が 単になる事 もあり す． た，実 の では できないような

積分が， 極 単に できる 理もあり す．これは，「 い視野で

ていたときは に えていた物事が， い視野で ると，すっきり え

る場合がある」という に てい す． 

こで，この では， の 1),2),3)に 点を いて，授業を行っ

て行き す． 

1) で実 の で 学んできた事 を 確認し， 実力の を

図ること． 

2) で 実 の で 学んできた事 が の になると，どのよ

うに わり，どのような新しいことが り つのかを理解すること． 

3)物事を， い視野から い視野で てみるという姿勢を うこと． 

 解 学という 学の分野では， の は に しい と

われてい す． の しさを しでも感 てもらえれば いです． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

， ループ ーク による授業 よび 習 

内容の理解と をはかるため， 内容に ったレポートを しても

らい す． 

注意点 有明 の 学 1 4 での内容を理解している必要があり す.  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 
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期 

1 週 授業の 要説明 

 

に する 号を理解し， の が

確実にできる． 

2 週 n ，  の の ができる． 

3 週 の

(𝑒𝑧)  

の (𝑒𝑧) の を理解

し， の ができる． た の 方程 が

解ける. 

4 週 の

(𝑎𝑧) 
の (𝑎𝑧)の を理解

し， の ができる． た の 方程 が

解ける. 

5 週 の極  の の を理解し, る

ことができる. 

6 週 ， 分 ， 分， の を理解し，

分の ができる． 

7 週 ーシー リーマンの

理 

の を理解し， ができる． 

8 週 中 試   

9 週 積分 の 分の を理解し，積分の

ができる．  

10 週 ーシーの積分 理，積

分 ，積分  

ーシーの 理を理解する． 

11 週 テイラー , ローラ

ン  

のテイラー , ローラン の

を理解する． 

12 週 点， ， の

方  

の 点 極， の を理解し，

の ができる． 

13 週 理 理の 組みを理解し， 理を用いた

積分の ができる． 

14 週 実積分 の応用 理を応用した実積分の ができる. 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 

評価 合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 
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専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 クトル解  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に を  

担当者 本  

 
到達目標 

１． クトルについての 分 積分を む基本 ができる． 
２． クトル場の 転について理解し， ができる． 
３．積分 について理解し， ができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ クトルについての

分 積分を む基本

が 確にできる． 

クトルについての

分 積分を む基本

ができる． 

クトルについての

分 積分を む基本

ができない． 

評価項目２ クトル場の

転について理解

し， の意 について

説明できる． 

クトル場の

転について理解

し， ができる． 
 

クトル場の

転について理解

できず， ができな

い． 

評価項目３ 積分 ついて理解

し， の意 について

説明できる． 

積分 ついて理解

し， ができる． 
積分 ついて理解

できず， ができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 工学的な は，大 クトルで され す．物理や 科 で われ

る ， えば力， 度，電場， 場 は 大きさと方向 を つ です．
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したがって，工学上あるいは自 現 を する理 を するため

に，物理や工学の 分野に いては， う を クトル の として

現することがよく行われてい す． こで本 では， クトルの

分 積分の と や 科 の応用 などを行い，工学的な現

を クトル でとらえて理解し， ができる力を することを

し す． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で授業を行い す  

内容の理解と をはかるため， 習 のいくつかを レポートとし

て解 してもらい す． 

注意点 有明 の 学 1 4 の内容を理解している必要があり す  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス， クトルの

（ クトル，内積）

の よび の

習 

で学習した クトルの が確

実にできる． 

2 週 クトルの （ 積）

の と の 習，

習 

で学習した クトルの 積の が

確実にできる． 

3 週 クトルの 分 積分の

及び 習 
クトルの 分 積分の意 を理解し， が

できる． 

4 週 ス ラー場 クトル場

の  
ス ラー場 クトル場の を理解できる． 

5 週 の 及び 習 ス ラー場の の意 を理解し， ができ

る． 

6 週 の 及び 習 クトル場の の意 を理解し， ができ

る． 

7 週 転の 及び 習 クトル場の 転の意 を理解し， ができ

る． 

8 週 中 試   
9 週 の クトル

現の  
積分 

の クトル 現が理解できる． 
積分の意 を理解し， ができる． 

10 週 ス ラー場の面積分 ス ラー場の面積分の意 を理解し， がで

きる． 
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11 週 クトル場の面積分 クトル場の面積分の意 を理解し， がで

きる． 

12 週 理 理の意 を理解し， ができる． 

13 週 面上の リーンの

理 
面上の リーンの 理の意 を理解し，

ができる． 

14 週 ストークスの 理 ストークスの 理の意 を理解し， ができ

る． 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 フーリ 解  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 プリント  

担当者   

 
到達目標 

１．フーリ について説明でき の ができる  
２．フーリ 換について説明でき の ができる  
３．１ の 動方程 方程 について説明できる 分 フーリ

換を用いた解 を理解する  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フーリ を の

に応用できる  
フーリ につい

て説明でき の

ができる  

フーリ につい

て説明できない の

ができない  

評価項目２ フーリ 換 換

に する につ

いて説明できる  

フーリ 換につい

て説明でき の

ができる  

フーリ 換につい

て説明できない の

ができない  

評価項目３ １ の 動方程

方程 の を

説明できる  
 

１ の 動方程

方程 につ

いて説明できる

分 フーリ

換を用いた解

を理解している  

１ の 動方程

方程 につ

いて説明できない

分 フーリ

換を用いた解

を理解できていない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 
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教育方法等 

概要  分方程 は 分方程 の多 の として 学的に

いばかりではなく 多くの自 現 が 分方程 を用いて されるこ

とを ても明らかなように く理工学に いて中心的な 要 を って

いる  
 この科 の １の は 学生は 期 期 がフーリ

換により されることを理解し フーリ 換に する基本

事 についても学習し 基本的な のフーリ 換の ができ

ることである  
  ２の は 学生が理工学に いて最も にあらわれ応用上

に 要な意 を つ基本的な２ の 分方程 を理解することで

ある 体的には 学生が 的な２ の 分方程 である 動方

程 ( )方程 が の となる物理現 からどのようにして

されるかを理解することである  
 ３の は 学生が 分 を用いて２ の 分方程 の

期 を する解を める方 を理解することである 動方程

( )方程 を解く場合には 本科 の「応用 学」に い

て学習した 分方程 の解 に加えてフーリ 換の も必要

となる 動方程 の解として得られた 有 動を図 することにより

学生は 動方程 によって されている現 の理解を めること  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
による授業 よび 習 

内容の理解と をはかるため 習 を レポートとして解

してもらい す  

注意点 有明 の 学 １ の内容を理解している必要があり す  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 要説明  
2 週 フーリ の  にしたがって 単な 期 に して

フーリ を めることができる  

3 週 フーリ

の 期 の

フーリ  

 

に してフーリ

を めることができる  

の 期 に してフーリ を め

ることができる  

4 週 としてのフーリ

多 のフ

フーリ 多 が最 の意 で最 の

であることを理解する  
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ーリ  

 
単な 期 に して のフーリ

を めることができる  

5 週 フーリ 換の フ

ーリ 換

換 

にしたがって 単な 期 に して

フーリ 換を めることができる  

に してフーリ 換

換を めることができる  

6 週 フーリ 換の  フーリ 換の を理解し， 用できる  

7 週 たたみこみ積分（合

積） 
フーリ 換のたたみこみ積分 理を理解し，

の 単な応用を理解する  

8 週 中 試   
9 週 テスト と解説 

分方程 説 

分方程 に基本事 を理解する  

分方程 の 解について理解する  

10 週 １ 動方程 の

 

の 動を する運動方程 から１

動方程 が かれることを理解する  

11 週 １ 動方程 の

分 解 
分方程 の 分 解による解 を理解

する  

を たす 有 を めることがで

きる  

12 週 期 を たす１

動方程 の解 
期 のフーリ より 期 を た

す１ 動方程 の解が得られることを理

解する  

13 週 １ 方程 の

 

物体に りする が することから

１ 方程 が かれることを理解す

る  

14 週 の の  の の１ 方程 に するフ

ーリ 換を用いた解 を理解する  

期 が ラック ルタ で えられ

た場合について理解する  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 
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専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 時の プリント 

担当者   

 
到達目標 

１．確 の期 や分 を めることができ 確 による確 を できる  
２． に する 的 や 的 ができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 確 の期 や

分 を めることが

でき 確 による

確 の が応用で

きる  

確 の期 や

分 を めることが

でき 確 による

確 を できる  

確 の期 や

分 を めたり 確

による確 の

ができない  

評価項目２ に する

的 や 的

が説明できる  

に する

的 や 的

を 用できる  

に する

的 や 的

が説明できない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  工学の修得に， 学は必要 です．工学の主たる 分は， 学的

(新しい など)や 学的 (新しい 方 など)を用いて され

るからです． た，工学の を解 するための 理的 考 態( を

てた考え方)は 学の れと のもの からです． 

 この科 では，１学 の基 学で学ん 確 の内容を させて，
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科 などで ータを分 するときに 用される という内容を学び

す．したがって，この科 の授業 は，主として， のと りです． 

1) に する内容(確 の ， の )などを理解する

こと． 

2) 確 による確 の ， の を用いて れらの が

できること． 

3) に， を てた考え方を行う習 を けること． 

 1)については，確 の をより 学的に させたものです．内容を

しっかり理解することが ず です． 

 2)については，1)で理解した内容を実 に できなければなり せん．

して， 科 など の応用に てることができなければなり せ

ん． 

 3)については，たとえば， の解 を理解し， の解 を の

アレン して 用できるようになることは のこと，新しい が

科 に われるときにす に応用できるようになること，さらに， 学

や 科 などの学 けに らず， のさ な場面でも，新しい

などが 用できないかと考え けることも れ す． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

による授業 よび 習の で進め す． た，内容の理解と

をはかるため， 科書本 中の 習 あるいは 科書 の 集

の 習 のいくつかを レポートとして解 してもらい す． 

注意点 有明 の 学 １ での内容を理解している必要があり す． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 要説明  
2 週 型確 と の

期 分  
型確 の確 が でき の期

と分 を めることができる  
3 週 分 ポア ン分  分 ポア ン分 の を理解し，確

期 分 を めることができる  

4 週 型確 と の
期 分  

型確 の確 が でき の期
と分 を めることができる  

5 週 分 分 の
 

分 の を理解し，確 期 分
を めることができる た 分 の
について理解する  

6 週 分 の確  分 の確 が できる  

7 週 分 の応用 分 を応用した を解くことできる  

8 週 中 試  
 

 

9 週 2 確 の期
分  

２ 確 の期 分 の につい
て理解する  
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10 週 集団と 本 本
の分 本 の分  

集団と 本の を理解する 中心極
理を理解し 用できる  

11 週 説 の
 

の を理解し の がで
きる  

12 週 の  の ができる  

13 週 説 の  の を理解し の ができる  

14 週 の  の ができる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80    20  100 

基礎的能力   80    20  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ボランテ ア 動 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z013 科目区分 選択 

授業形式 習 単位数 １ 

開設学科 学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数  
教科書／教材  
担当者 各クラス  

 
到達目標 

１．ボランテ ア 動を通 て社会の 人としての自 を つことができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ボランテ ア 動を通

て社会の 人として

の自 を積極的に つ

ことができる  

ボランテ ア 動を

通 て社会の 人と

しての自 を つこ

とができる  

ボランテ ア 動を

通 て社会の 人と

しての自 を つこ

とができない  

 
学科の到達目標項目との関係 

A-2(b)：社会や自 の中での技 の を理解し 技 としての を自 できること． 

 
教育方法等 

概要 ボランテ ア 動を通 て 社会の 人としての自 を ち 自 や社

会との わりの中での技 としての を自 することを す  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ボランテ アの は 団体の の かに に るものとする  

（１） に するもの 

（２） に ける 及び 動 に するもの 

（３） 人などの に するもの 

（ ） に するもの 

（５）地方 団体 が主 する体育 などの行事に するもの 

（ ） の が認めたもの 
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ボランテ ア 動に 事する学生は の きに うこと  

１．ボランテ アに 事する学生は 実 する の１５ でにボラン

テ ア 動 （ １号）を学 学科 を て学生 に

すること  

２．ボランテ アに 事した学生が単位認 を する場合は の書

を学 を て学生 に すること  

（１）ボランテ ア 動 明書（ ２号） 

（２）ボランテ ア 動 （ ３号） 

（３）ボランテ ア 動 書（ 号） 

注意点 事した総時 が 45 時 上（ の 動の合 でも ）で さ

れたボランテ ア 動 明書 ボランテ ア 動 よびボランテ ア

動 書に基 き し 必要に応 て面 を こなったうえで 評価

を こなう  

単位修得は合 による 評価は５ 評価で行い ３ 上を合 とする  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

or 

後期 

1 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

2 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

3 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

4 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

5 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

6 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

7 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

8 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

9 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

10 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

11 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

12 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

13 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

14 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

15 週 ボランテ ア 動 動を実 できる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力        

分野横断的能力     100  100 
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教科名 電気電 工学実

科目基礎情報 

科目番号 5E001 科目区分 必修

授業形式 実 単位数 ２（学修単位，45/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５

開設期 通 週時限数 1.5

教科書／教材 授業中に するテ スト

担当者 本 ，  ，  

到達目標 

１． と 力し， 的に実 を 行することができる

２． 科 で学ん を理解し，実 用することができる

３．実 した内容 よび を 書に とめ，期 でに することができる

．実 の意図する を自ら理解し， 理的に 書に することができる

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 積極的に と 力

し， 的に実 を

行することができる

と 力し， 的

に実 を 行するこ

とができる

と 力し， 的

に実 を 行するこ

とができない

評価項目２ 科 で学ん

を理解し，積極的に実

用することがで

きる

科 で学ん

を理解し，実

用することができる  

科 で学ん

を理解し，実

用することができな

い

評価項目３ 実 した内容 よび

を 理的な 本 で

書に とめ，期

でに することが

できる

実 した内容 よび

を 書に と

め，期 でに す

ることができる

実 した内容 よび

を 書に と

め，期 でに す

ることができない

評価項目  実 の意図する を

自ら理解し， 理的

考を加えたうえで

書に 現することがで

きる

実 の意図する

を自ら理解し， 理的

に 書に する

ことができる

実 の意図する

を自ら理解し， 理的

に 書に する

ことができない
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学科の到達目標項目との関係 

B-3(d-2)：実 実習 の内容を理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本科 では 科 で学ん をもとに実 を行うことで， 的

の理解 よび 技 を習得するとともに，実 を通して や実行

力を う た，実 後は 理的な 考のもとに 書 を通して，事

の本 を かつ 分に 人に える能力を う  
実 のテーマは，電 電気応用 の 3 分野から って り，

3 の が れ れの 分野のテーマ を する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実 では，クラスを 4 5 による 9 つの に分ける で 9 つのテ

ーマを週ごとに しながら， ての が 18 テーマの実 を実 する

1 30 週 30 の実 の時 には， 育 テーマ説明 な

どを む テーマを 程度 した時点で， れ での実 についての

を行わせるために，“テーマを しない ”を している  

試 で実 できなかったテーマでも，確実に実 を行いレポートの

をさせるために実 を して， の 力のもと テーマを必

ず実 させている た，実 科 では 期試 を実 しない わりに工

場 学を取り れ， 業の工場 などにある の や実

のもの りの 学を通して実 的な技 力が に くように工 して

いる  

注意点 評価方 の は の通りとする  
実 した のレポートの 合を上 評価 についてチ ック

し，10 点 点で評価する 3 つの分野のテーマす ての点 を総合して

100 点 点に換 する  
た し，1 通でも のレポートがあった場合には，30 点 とする  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス，   された実 テ ストの確認，ならびに学

習内容や 意事 ， の評価方 について

理解できる  
実 実習中に ける に する 意事 を

理解できる  

2 週 実 テーマの説明 実 テーマの 要を いて， のテーマに
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する実 の の と心 えができる  

3 週 アンテ の 向  ダイポールアンテ よび アンテ の

向 を することで， れ れのアンテ

の を理解することができる  

4 週 マルチバイブレ

ータ 
マルチバイブレータの と

理について理解することができる  

5 週 単 マルチバイブレ

ータ よび 生

 

単 マルチバイブレータの と

理について理解するとともに，CR 積分

を用いた 生 とブートストラップ

の 力 の いについて理解すること

ができる  

6 週 マルチバイブレ

ータ 
ブレッドボードを用いて マルチバイブ

レータを するとともに， の 理 に

ついて理解できる  

7 週 テーマを しない  れ での実 で理解できていないところ

を，自分で したり と し合ったりし

て， 習することができる  

8 週 サーボ ー

タ タ ネレータ 
サーボ ータ の を理解

し， の ラ ータを できる  

9 週 ボード 図と クトル

 
アンプで された の 応 か

ら，ボード 図と クトル を き，これ

を理解できる  

10 週 シミュレータを用いた

の応 解  
で えられた を アンプを用い

たシミュレータ上に し， のステップ応

を理解できる  

11 週 照明 の と

の 試  
各 照明 の をできるようにな

り，さらに の を理解できる  

12 週 電 試 と極  電 実 を通して 電 を り，加えて

電極に ける極 について理解

できる  

13 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  

14 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  

15 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  
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後期 

1 週 A/D D/A ンバータ A/D ンバータ よび D/A ンバータのしく

みについて理解することができる た，

れらを したときの 力の につ

いて理解することができる  

2 週 サイリスタの  サイリスタの について理解することが

できる た，サイリスタを用いた電力

のしくみについて理解することができ

る  

3 週 電 の電 電

 
単 シリ ン 電 の電 電 を

し， 換 を することができる

た， 電 よび 電 が に

しどのように するか理解できる  

4 週 ア ロ の  ア ロ PI の を理解できる  

5 週 タル の

 
タル PI の を理解できる  

6 週 工場 学 学 業の工場 などにある の

や実 のもの りを 学し，実 的

な技 力を に けることができる  

7 週 テーマを しない  れ での実 で理解できていないところを

自分で 習したり したりすることができ

る  

8 週 電動  マイ ンを用いた による 電動

の を理解できる  

9 週 FPGA を用いた 理

習 
FPGA により ンタと PWM 号 生

を し，FPGA が理解できる  

10 週 照度 を用いた照度

 
JIS によって められた照度基 の 要を理

解したうえで 内 の照度を り，実 の

照度 を くことができる  

11 週 電 生 （イン

ルス ネレータ） 
イン ルス ネレータを 用した 電

を り， の 電 を実

にて めることができる  

12 週  業 から された の を くことに

よって， い視野に った技 としての

を に けることができる  

13 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  
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14 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  

15 週 実  と 力して， 実 テーマの実 を

的に 行できる  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 業  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E002 科目区分 必修 

授業形式 習 実  単位数 （履修単位） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 ３ 

教科書／教材 テーマごとに から する． 

担当者  

 
到達目標 

１． テーマに する を み，テーマに する を に け，取り

組む の を理解できる． 
２． テーマに する を解 するために を て，実 を行い， を進めるこ

とができる． 
３．得られた を口 よび で説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

テーマに する

を み，

テーマに する

を に け，取り組

む の を明確に

理解できる． 

テーマに する

を

み，テーマに する

を に け，取

り組む の を

理解できる． 

テーマに する

を

ず，取り組む の

を理解できない． 
 

評価項目２ 

 

テーマに する

を解 するため，主

体的に を て，実

を行い， を進

めることができる． 

テーマに する

を解 するため

に を て，実

を行い， を進める

ことができる． 

テーマに する

を解 するため

の を てること

ができず， を進め

ることができない． 

評価項目３ 

 

得られた を口

よび で分

かりやすく， しく説

明できる． 

得られた を

口 よび

で説明できる． 
 

得られた を

口 ，もしくは

で説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解 現ができること． 

B-2(g)： 分野の内容を理解していること． 

C-1(d-3)：自ら を し， の本 を理解できること． 

○B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

○B-3(d-2)：実 実習 の内容を理解 実行 考 できること． 

○C-2(e)(h)： につけた と実 力を 用し， を解 できること． 

 
教育方法等 

概要 業 は の 科 と なり，単に 分野に する を修得する

けではなく， 解 されていない を い し，認 を め， の

解 の 程を自ら り くものである テーマは であるため，

や の解 も れ れ なる  

業 の は，各分野の認 を める けでなく， に取り組む

ことを通して， 業してからも技 として に要 される （ 心

や向上心） 能力などを 得することである た，より 度な実

的な や学 ， を体得することも合わせて要 される  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
の のもと，自ら を て， を解 するために を

行する な時期に中 を行い，後期の わり に を し，

要 を し，本 を行う  

注意点 本科で学習した学 を総合 させることはもとより， テーマに

した 科 を く認 するとともに， 方で，解 や分 に必要な応用

学や 学，現 を理解するのに必要な応用物理学， た を ん

り， を とめるために必要な 力や 力を必要とする  

評価は の で行う 各 について５ で評価する             

 

１． の取組と 評価  

は 的な の書き方に って書かれていたか  

的は現 の を し， の との も めて，

に されていたか  

方 は であったか  

よび考 は であったか  

図や は であったか  

に する を む して， 内容の理解に めたか  

自 的に を てて を行えるようになったか  

が した イン能力育 のための取組を行ったか  
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２． 評価                                  

要 （ り， ）は 的な 要 の書き方に って書か

れていたか  

はわかりやすく されていたか  

内容の説明は であったか  

に する応 は であったか  

 

， ， ， ， ， は が評価する． 

， は が評価する． 

， ， ， は学科 （ ）が評価する． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス 各 の 業 の内容を理解できる． 

2 週 の  テーマに する を理解できる． 

3 週 の  テーマと よ の が でき

る． 

4 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

5 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

6 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

7 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

8 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

9 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

10 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

11 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

12 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 
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13 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

14 週 中  口 により の 過を 理的に える

ことができる． 

15 週 中  口 により の 過を 理的に える

ことができる． 

後期 

1 週 業 中 会 口 により の 過を 理的に える

ことができる 

2 週 の  中 での 応 を え， 内容の

修 ができる． 

3 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

4 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

5 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

6 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

7 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

8 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

9 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

10 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

11 週 の実  自主的に の ，実 を行い，実

の よび考 ができる． 

12 週 業 最 会の

 
口 のための を できる． 

13 週 業 最 会 口 により の を 理的に える

ことができる． 

14 週 業 の  により の を 理的に えること

ができる． 

15 週 業 の  により の を 理的に えること

ができる． 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        
専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 システム  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 システム 工学 健 ， 書店 

担当者 上 人 

 
到達目標 

１．必要な 図 を用いて，システム に する事 理 を説明できる． 
２．必要な方 や解 を用いて，システム に する をできる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 必要な 図

を用いて，システム

に する事 理

を に説明できる． 

必要な 図

を用いて，システム

に する事 理

を説明できる． 

必要な 図

を用いて，システム

に する事 理

を説明できない． 

評価項目２ 必要な方 や解

を用いて，システム

に する 的な

を できる． 

必要な方 や解

を用いて，システム

に する基本的

な を できる． 

必要な方 や解

を用いて，システム

に する を

できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

-2(d-1)： 分野の内容を理解していること．  

 
教育方法等 

概要 の の により， な が で実行できるようにな

り， 能であった システムが実 できるようになってきた．

た， のための フト アが され， 的 単に 度な

の ができるようになってきた．このため， タル 電 自動

ロボット 人工 など， の の りのいたるところで 技
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が用いられるようになってきている．これらで用いられている 理 で

は，システムを 力 に， 態 と ばれるシステムの内

態も用いた「 態方程 力方程 」で が 現されて り，こ

の 態方程 力方程 に基 く 解 の方 は「現

理 」と ばれている． 
本授業では， システムの現 理 を主に し， システム

の 現， システムの解 ，フ ードバック の ， タル

について理解する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
を中心として行う． 

注意点 学， 工学に しては 分に 習して くこと． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 シ ス テ ム の 現

（１） 
システム の基本的な考え方が理解できる． 
 

2 週 シ ス テ ム の 現

（２） 
システムの 分方程 による 現が理解でき

る． 

3 週 シ ス テ ム の 現

（３） 
システムの 態方程 力方程 による 現

が理解できる． 

4 週 シ ス テ ム の 現

（ ） 
態方程 ， 分方程 ， の が理

解できる． 

5 週 シ ス テ ム の 現

（５） 
システムの 換が理解できる． 
 

6 週 シ ス テ ム の 現

（ ） 
システムの が理解できる． 
 

7 週 シ ス テ ム の 解

（１） 
態方程 の解が理解できる． 

 
8 週 期中 試   
9 週 シ ス テ ム の 解

（２） 
有 と の極の が理解できる． 

 
10 週 シ ス テ ム の 解

（３） 
と が理解できる． 

 
11 週 シ ス テ ム の 解

（ ） 
が理解できる． 

 
12 週 シ ス テ ム 野 解 と が理解できる． 
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（５）  
13 週 シ ス テ ム の 解

（ ） 
最 実現が理解できる． 
 

14 週 シ ス テ ム の 解

（ ） 
リ プ フの が理解できる． 
 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 フ ードバック の

（１） 
極 による 態フ ードバック の

が理解できる． 

2 週 フ ードバック の

（２） 
に基 く 態フ ードバック

の が理解できる． 

3 週 フ ードバック の

（３） 
アッ ーマンの による 態フ ードバッ

ク の が理解できる． 

4 週 フ ードバック の

（ ） 
ブ ーバの が理解できる． た， 合

の が理解できる． 

5 週 フ ードバック の

（５） 
サーボ の が理解できる． 
 

6 週 フ ードバック の

（ ） 
最 が理解できる． 
 

7 週 タル （１） Z 換が理解できる． 
 

8 週 後期中 試   
9 週 タル （２） サンプル 号のラプラス 換と Z 換の

が理解できる． 

10 週 タル （３） Z 換が理解できる． た， ルス

が理解できる． 

11 週 タル （ ） タルシステムの が理解できる．

た， ールド が理解できる． 

12 週 タル （５） 時 の 態方程 力方程 が理解で

きる． た， 時 との が理解できる． 

13 週 タル （ ） 時 の と が理解でき

る． た， 時 の 態フ ードバックと

ブ ーバが理解できる． 

14 週 タル （ ） ルマッチン よび 時 に

よる タル の が理解できる． 
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15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 
基礎的能力        
専門的能力 100      100 
分野横断的能力        
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教科名 工学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材  

担当者 期：  明，後期：   

 
到達目標 

１． 力学の物理的 や 体の 力学について理解し，説明できる． 
２． 体運動の基 理 よび と ネル ー について理解し，説明できる． 
３． 力学の基 と物 の 態 について理解し，説明できる． 

． 力学 と 力学 について理解し，説明できる． 
５．物 の 態 に 力学 と 力学 を応用することで に 
  ついて理解し，説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 力学の物理的

や 体の 力学

について理解し， し

い を 用して

に説明できる． 

力学の物理的

や 体の 力学

について理解し，説

明できる． 

力学の物理的

や 体の 力学

について理解してい

ない， よび説明で

きない． 

評価項目２ 体運動の基 理

よび と ネル

ー について理

解し， しい を

用して に説明で

きる． 

体運動の基 理

よび と ネル

ー について理

解し，説明できる． 
 

体運動の基 理

よび と ネル

ー について理

解していない， よ

び説明できない． 

評価項目３ 力学の基 （ ，

， 度， ， 態

， 態 ）や 態

，理 気体につい

力学の基 （ ，

， 度， ，

態 ， 態 ）

や 態 ，理 気

力学の基 （ ，

， 度， ，

態 ， 態 ）

や 態 ，理 気
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てについて理解し，

しい を 用して

に説明できる． 

体についてについて

理解し，説明できる． 
体についてについて

理解していない，

よび説明できない． 

評価項目  力学 と

力学 や れ

らに する 態

ついて理解し， し

い を 用して

に説明できる． 

力学 と

力学 や れ

らに する 態

について理解し，

説明できる． 

力学 と

力学 や れ

らに する 態

について理解して

いない， よび説明

できない． 

評価項目  物 の 態 に

力学 と 力

学 を応用す

ることで

について理解し， し

い を 用して

に説明できる． 

物 の 態 に  
力学 と 力

学 を応用す

ることで

について理解し，説

明できる． 
 

物 の 態 に  
力学 と 力

学 を応用す

ることで

について理解してい

ない， よび説明で

きない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し， 合的に 用するための視野を っている

こと． 

○B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  期の 力学では， たは運動している 体について 度，力，

ネル ーなどの 要な物理 の を力学的な面から考える．本科 では

1) 体の物理的 ，2) 体の 力学，3) 体運動の基 理 ，

4) と ネル ー について学 ． た，これらの に する

応用力を に ける． 

 後期の 力学では， を 用する実用 に応用されている 力学の基

本的な について考える．本科 では，1)物 の 態 ，2) 力学の

１ ，3) 力学の 2 ，4) 体 について学 ． た，こ

れらの に する応用力を に ける． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
期の 力学では， を中心とし，１ の授業ごとに の な

習を行ってから の要点を し，本 の学習に る． た，ある程

度学習した時点で 習 を実 する．  

後期の 力学では， 学と 動を行う． 学は授業の を ，
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後 を 習 とする． 動はクラスを の に分けた後に

の を め，事 に えられたテーマについて 習を行い， の

で するものである．  

注意点  3 での 学や物理の を有することが しい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 力学の 要と単位 力学の 要や く用いる単位を理解するこ

とができる 

2 週 度， ，  度， ， を理解し， めることが

できる 

3 週 力， ，体積

 

，ゲー ， ，体積 を

理解し， めることができる 

4 週 度，動 度 度と動 度を理解し， めることができる 

5 週 ス ルの 理， イラ

ーの 方程 ， 力の

単位，マ ータ 

ス ルの 理， イラーの 方程 ，

力の単位，マ ータの 理を理解し， 力

を めることができる 

6 週 体中の物体に

用する力 

体中の物体に 用する力と の 用点

を理解し， れらを めることができる 

7 週 アル スの 理と

体の  

アル スの 理を理解し， 体の

の ができる 

8 週 期中 試   

9 週 れの運動 態 れの運動 態（ と ， と

， と ）を理解できる 

10 週 の  れの の を理解し， の応用が

できる 

11 週 ル ーイの  ル ーイの を理解し， の応用ができる 

12 週 に基 くせん 応

力，レイ ル  

に基 くせん 応力は れの によっ

てどのように されるか， よびレイ ル

の意 を理解し， れがどのような場合に

用いられるかを理解できる 

13 週 度分  に ける よび の場合の 度

分 に する を理解し れらを うこと

ができる 

14 週 力  に ける よび の場合の 力
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よび に する を理解し

れらの応用ができる 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説 テスト と解説 

後期 

1 週 力学の基 （ ， ，

度，内 ネル ー） 
， ， 度，内 ネル ーについて理

解し，説明できる． 

2 週 態 ， 態  態 ， 態 について理解し，説明でき

る． 

3 週 態  態 について理解し，説明できる． 

4 週 理 気体と の

 
理 気体と の について理解し，

事 について できる． 

5 週 力学  力学 について理解し，説明できる． 

6 週 体の ネル ー

換 
体の ネル ー 換 ンタル ーにつ

いて理解し， ネル ー 換事 を でき

る． 

7 週 動 体の ネル ー

換と ンタル ー 
動 体の ネル ー 換について理解し，

ネル ー 換事 を できる． 

8 週 後期中 試   
9 週 力学  力学 について理解し，説明できる． 

10 週 と

ントロ ー 
と ントロ ーについ

て理解し，事 について できる． 

11 週 サイクル（１） ， 容 ， について理解

し，説明できる． 

12 週 サイクル（２） ポリトロープ ， について理解し，

説明できる． 

13 週 の応用

（１） 
ートポンプの動 理について理解でき

る． 

14 週 の応用

（２） 
ートポンプの動 理について説明でき

る． 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 電 工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E005 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 電 工学： ，中 ロ 社 

担当者 野  

 
到達目標 

１． 電 で 生する物理現 を理解できる  
２．各 電の 生 について理解できる  
３． 電 の 生 と について理解できる  

． 試 について理解できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電 で 生する

物理現 について

に説明できる  

電 で 生する

物理現 について基

本的な事 を説明で

きる  

電 で 生する

物理現 について説

明できない  

評価項目２ 各 電の 生

について に説明

ができる  

各 電の 生

について基本的な事

を説明できる  

各 電の 生

について説明できな

い  

評価項目３ 電 の 生 と

について に

説明できる  

電 の 生 と

について基本的

な事 を説明でき

る  

電 の 生 と

について説明で

きない  

評価項目  試 について

に説明できる  
試 について

基本的な事 を説明

できる  

試 について

説明できない  

 
学科の到達目標項目との関係 
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B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 電 に ける物理現 は， 電 に ける電気 と に うこと

ができない 現 で， 物中の電 がある に すると

が 生する  
本科 では， 電 で 生する物理現 と 現 ， ，

電 の 生 と ， 試 について学習する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で行う  

注意点 物理学，電気 ，電気 気学を履修していること 電気 と電 物

の も有していることが しい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス 本科 の位 け，必要 ， ，評価

方 などについて理解できる  

2 週 基 過程 1 電気 ， 現 ， 現 について理解

できる  

3 週 基 過程 2 電 （ 用），電 （ 用）， か

らの電 （ ンマ 用）， 合について

理解できる  

4 週 電 1 気体の電 電 について理解できる  

5 週 電 2 タ ン ントの 電理 について理解でき

る  

6 週 電 3 ッシ ンの について理解できる  

7 週 電 4 れとストリーマ理 について理解でき

る  

8 週 中 試   
9 週 ロ 電 ロ 電について理解できる  

10 週 電 ロー 電とアーク 電について理解でき

る  

11 週  について理解できる  

12 週 電 の 生 電 の 生方 について理解できる  

13 週 電 の  電 の 方 について理解できる  
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14 週 試  試 について理解できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85    15  100 

基礎的能力        

専門的能力 85    15  100 

分野横断的能力        
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教科名 ー レクトロニクス 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 電気 工学：電気学会 ーム社 

担当者 野  

 
到達目標 

１．基本的な電力用 体 について理解できる  
２．基本的な と動 理が理解できる  
３．基本的なインバータ と動 理が理解できる  

．基本的な チ ッ と動 理が理解できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 基本的な電力用

体 について

に説明できる  

基本的な電力用

体 について基本

的な事 を説明でき

る  

基本的な電力用

体 について説明

できない  

評価項目２ 基本的な と

動 理について

に説明ができる  

基本的な と

動 理について基

本的な事 を説明で

きる  

基本的な と

動 理について説

明できない  

評価項目３ 基本的なインバータ

と動 理につ

いて に説明でき

る  

基本的なインバータ

と動 理につ

いて基本的な事 を

説明できる  

基本的なインバータ

と動 理につ

いて説明できない  

評価項目  基本的な チ ッ

と動 理に

ついて に説明で

きる  

基本的な チ ッ

と動 理に

ついて基本的な事

を説明できる  

基本的な チ ッ

と動 理に

ついて説明できな

い  
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学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 電 に ける物理現 は， 電 に ける電気 と に うこと

ができない 現 で， 物中の電 がある に すると

が 生する  
本科 では， 電 で 生する物理現 と 現 ， ，

電 の 生 と ， 試 について学習する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で行う  

注意点 物理学，電気 ，電気 気学を履修していること 電気 と電 物

の も有していることが しい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 イダンス 本科 の位 け，必要 ， ，評価

方 などについて理解できる  

2 週 電力用 体 1 基本的な電力用 体 の動 や図

号などを理解できる  

3 週 電力用 体 2 サイリスタの動 とサイリスタによる位

について理解できる  

4 週 電力用 体 3 ートラン スタのスイッチン 動 やス

イッチン について理解できる  

5 週 1 の基本的事 について理解できる  

6 週 2 と リアクトルについて理解でき

る  
7 週 3 電 の なりと ダイ ードについて理解

できる  
8 週 中 試   
9 週 4 電 のもとで動 するサイリスタ に

ついて理解できる  

10 週 インバータ 1 インバータの基本的事 について理解でき

る  
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11 週 インバータ 2 ブリッ インバータ による 電動

動と について理解できる  

12 週 インバータ 3 PWM インバータの 理とインバータの応用

について理解できる  

13 週 チ ッ 1 チ ッ の基本的事 と チ ッ

の動 理について理解できる  

14 週 チ ッ 2 チ ッ ， チ ッ の動 理に

ついて理解できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85    15  100 

基礎的能力        

専門的能力 85    15  100 

分野横断的能力        
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教科名 電力 工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E007 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 新  電 明 電 大  

担当者 本  

 
到達目標 

１． 電 と 電 と れらに される の を理解できる  
２． 電 電 電の を解くことができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電 と 電

と れらに され

る の を

80％ 上理解できる  

電 と 電

と れらに され

る の を

60％ 上理解でき

る  

電 と 電

と れらに され

る の を

60％ 上理解できな

い  

評価項目２ 電 電 電の

を 80％ 上解

くことができる  
 

電 電 電の

を 60％ 上

解くことができる  
 

電 電 電の

を 60％ 上

解くことができな

い  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

 

 

 

 

電 で られた電気 ネル ーを， ときには km も れた

点 で運 ために 電 が用いられる 電気は 電 に する 電

で に され， 電 に ていく わが の 電 の電 は，

からの 220kV や 275kV に加え，最 電 500kV が 48 に さ
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概要 れた 現在では 500kV 電 は 4000km の さに及んでいる た，

工場や人 の 集する 点 く できた を (6.6kV)に
するのが 電用 電 であり， 電用 電 から 要 で 電する

が 電 である これらの 電と 電の 方に する学 を電力 工

学と んでいる  
 な 明社会あるいは健 な 業 動を えることのなく す

るためには， の い電力 の技 が必要である ういう意 で，

この科 は 業と 生 方の 明社会をささえるための 要な応用技

を学 科 である  
 この科 の授業 の１ は，わが の 電 と 電 と れら

に される の現 を認 することである 電 電 を

つな のは 電 であるから， 電 の学習も行う れらの

の の も理解しながら に の現 を認 してもらいたい  
 授業 の２ は，必要な 力を につけることである 電力

に いては， が最も 要な 分である い 電 を考える

時には，分 の で考える必要があるし，１ 地 事 などの

に いては， という な が必要である これら

を理解し実 に することによって 力をつけて しい  
 授業 の３ は，理 けにとど らず現場の を実 に にし

て，視 からも多くの をとりこんでもらうことである のために，

内に のサンプルのシ ー インドーも している の か

電 や 電 の工場 学時，あるいは 時に ける電力会社の電

など， 会はたくさんある 自分の で く て しい  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
主として 方 で行う  
 

注意点 力の必要 から 学は大いに があり， れ で てきた分野に

加え についてもきちんと理解することが大 である  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 科 要と授業の進め

方 の イダンス 
 

2 週 電方 （１） 電と 電の を理解することができる  

3 週 電方 （２） Y V の を理解するこ

とができる  

4 週 電 の  要 に する
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ができる  

5 週 電 の （１） 単 3 の有 を 電 の電 か

ら すことができる  

6 週 電 の （２） V の を理解し，V 時の

用 を できる  

7 週 電 の （３） 力 用 ン ンサの容 ができる  

8 週 期中 試   
9 週 電 の （ ） バランサの 理と 用 的を理解できる  

10 週 電 の

（１） 
電 の大きさと事 電 の を

えられて過電 電 ：OCRの ができる  

11 週 電 の

（２） 
地 のための 方 である

や の 理を理解できる  

12 週 電 の と  電気 技 基 に められている 地工事

の と の ，主な を る

ことができる  

13 週 電電 と各 電気方

（１） 
と ーブル の さが えられて，

必要な 上 の 地 の

ができる  

14 週 電電 と各 電気方

（２） 
電電 と 電方 の現 を理解することが

できる  

15 週 期期 試   
16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 電 の （１） 電 の を する要 について

理解できる  
2 週 電 の （２） 電 の について の を め

る方 を理解できる  
3 週 電 の電気 （１） 電 の電 電 を や の

で できる  
4 週 電 の電気 （２） %イン ーダンスを って 電 体のイ

ン ーダンスを できる  
5 週 電 の電力 図

（１） 
必要な ータを えられて，電力 図を

くことができる  
6 週 電 の電力 図

（２） 
電力 図から，最大電力， 容 ，

の位 を めることができる  
7 週 電 の  の と を理解できる  
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（１） 
8 週 後期中 試   
9 週 電 の  

（２） 
ー ンテイ を用いて， 電

の ができる  
10 週 電 の  

（３） 
の 要が理解できる  

11 週 電 の  
（ ） 

を用いて，1 地 電 を める

ことができる  
12 週 電 の  

（５） 
を用いて，1 地 電 を める

ことができる  
13 週 と中 点

地方  
の 方 で を でき

ることが理解できる  
14 週 電 の自 とフ

ランチ  
電 の自 とフ ランチ現 を説明

することができる  
15 週 後期期 試   
16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電力 生工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 科書： 電 電 （ ）電気学会 行 ： ーム社  

参考書：必要の 度，プリント  

担当者 電力からの  

 
到達目標 

１． 力 電の 理について理解し 力 電の主要 を説明できる  
２． 力 電の 理について理解し 力 電の主要 を説明できる  
３． 力 電の 理について理解し 力 電の主要 を説明できる  

． の の新 ネル ー 生 能 ネル ーを用いた 電の 要を説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ な に加

え 力 電の を

理解している  

力 電の 電方

の を説明で

き 力 度の

を理解している  

力 電の 電方

の の説明

力の を理解して

いない  

評価項目２ な に加

え 力 電の を

理解している  

力 電の 電 理

の 及び

サイクルを理解し

ている  

力 電の 電 理

の

サイクルを理解して

いない  

評価項目３ な に加

え 力が える

を理解している  

力 電の 電

理 の

サイク

ルを理解している  

力 電の 電

理 の

サイク

ルを理解していない  

評価項目  な に加

え 新 ネル ーが

える を理解してい

る  

電 力

電 地 電 電

の 電 理と

を理解している  

電 力

電 地 電 電

の 電 理と

を理解していない  
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学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  クリーンでかつ 用用 も く 社会を える基 ネル ーである

「電気」を 生する 組みについて しく理解できること  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 授業 の内容に い授業を行う 力 電 力 電に ける

電の 組み を理解するには 体力学 力学 の物理学で 場

する 理 を理解することが である た 力 電に い

ては 加えて 応による ネル ー 用について理解することが必要で

ある  

注意点  HP や図書館などを積極的に 用して 時 の事 学習や 習に め

て しい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ネル ー 電力 勢 国内外のエネルギー情勢について説明できる 

2 週 力 電の 要 水力発電の必要性や特徴を説明できる 

3 週 
力 電の基 理  

流体力学を中心に水力発電に用いられている理

論を説明できる 

4 週 力 電 (取
) 

水力発電所を構成している取水設備について役

割や構造を説明できる 

5 週 力 電 (
電 ) 

水力発電所を構成している水車の種類や構造を

説明できる 

6 週 力 電 の運転  水力発電所の運転・保守について説明できる 

7 週 これ での 習 期中 での内容について説明できる 

8 週 中 試   
9 週 力 電の 要 火力発電の必要性や特徴を説明できる 

10 週 力 電の基 理   熱力学、熱機関、燃焼について説明できる 

11 週 力 電の基 理   熱力学、熱機関、燃焼について説明できる 

12 週 
力 電 (ボイラ) 

火力発電の主要設備であるボイラの種類、構造に

ついて説明できる 

13 週 力 電 (タービ

ン) 
火力発電の主要設備であるタービンの種類、構造

について説明できる 
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14 週 これ での 習 期 での内容について説明できる 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 力 電 ( 電 ) タービン発電機の特徴について説明できる 

2 週 力 電 ( 内電

気 ) 
火力発電所の電源構成について説明できる 

3 週 
力 電 の運転  

発電所の運転・保守が説明でき、熱効率の計算が

できる 

4 週 
力 電 の  

火力発電所に設置されている環境対策機器の目

的と原理を説明できる 

5 週 力 電の と

 

原子力発電の必要性や特徴、しくみ、安全に対す

る取り組み等について説明できる。 

6 週 サイクルと

物の 理 

原子燃料サイクルの概念、放射性廃棄物の処理

処分等について説明できる。 

7 週 これ での 習 後期中 での内容について説明できる 

8 週 中 試   
9 週 ンバインドサイクル

電  

コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電と違

いを説明できる 

10 週 ンバインドサイクル

電  

コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電と違

いを説明できる 

11 週 新 ネル ー 用 電 再生可能エネルギーの原理と特徴を説明できる 

12 週 ネル ー 用度技

 

高効率発電等エネルギーの有効利用について説

明できる 

13 週 電力 技  電力貯蔵の必要性とその技術を説明できる 

14 週 これ での 習 学 での内容について説明できる 

15 週 期 試   
16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        

74



 

75



教科名 電  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 わかる タル電 ： ， ， ， ， ， 新  

担当者   

 
到達目標 

１． ルス の基 が理解できる  
２． ルス 生 ， が理解できる  
３． 理 の よび の が理解できる  

． ，フリップフロップ， ンタについて理解できる  

５．AD 換，DA 換について理解できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ルス の基 を理

解し， ルス応 の

ができる  

ルス の基 が

理解できる  
ルス の基 が

理解できない  

評価項目２ ルス 生 ，

を理解し，動

理が説明できる  

ルス 生 ，

が理解でき

る  

ルス 生 ，

が理解でき

ない  

評価項目３ 理 の よび

の を理解し，

の動 理が説明でき

る  

理 の よ

び の が理解で

きる  

理 の よ

び の が理解で

きない  

評価項目  ，フリップフ

ロップ， ンタにつ

いて理解し， の

や ができる  

，フリップフ

ロップ， ンタにつ

いて理解できる  

，フリップフ

ロップ， ンタにつ

いて理解できない  

評価項目  AD 換，DA 換につ AD 換，DA 換に AD 換，DA 換に
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いて理解し， の

の動 理を説明で

きる  

ついて理解できる  ついて理解できない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること  

 
教育方法等 

概要 最 の タル技 を中心とする電 技 は，電 通 の分野 け

でなく， の分野に いても に 要な技 となっている 本科 で

は， タル技 を電 という 点から え，主として ルス

と タル について学習する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で行う た， ， 習 を行う  

注意点 電気 ，電気 気学，電 バイス，電 ， 理 を履修し

ていること た， 科 のうち，理 に する科 を履修してい

ること  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス， ルス  本科 の位 け，必要 ， ，評価

方 などについて理解できる  
ルス について理解できる  

2 週 RC の ルス応  RC の ルス応 について理解し， が

できる  

3 週 体のスイッチン

 
体のスイッチン について理解でき

る  

4 週 マルチバイブレ

ータ 
マルチバイブレータについて， の動

理を理解し， ができる  

5 週 単 マルチバイブレ

ータ 
単 マルチバイブレータについて， の動

理を理解し， ができる  

6 週 マルチバイブレ

ータ 
マルチバイブレータについて， の動

理が理解できる  

7 週 IC を用いたマルチバイ

ブレータ 
IC を用いたマルチバイブレータについて，

の動 理を理解し， ができる  
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8 週 中 試   
9 週  各 の について理解できる  

10 週 ゲート  ゲート について理解できる  

11 週 DTL  DTL について の動 理を理解でき

る  

12 週 DTL  DTL について の動 理を理解でき

る  

13 週 TTL  TTL について の動 理を理解でき

る  

14 週 TTL  TTL について の動 理を理解でき

る  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 ECL  ECL について の動 理を理解でき

る  

2 週 各 力  各 力 について理解し，説明できる  

3 週 CMOS インバータと

の  
CMOS インバータについて理解し， の

を説明できる  

4 週 CMOS による NAND，

NOR ，フリップフ

ロップ 

CMOS による NAND，NOR について

の動 理を理解できる フリップフロップ

について説明できる  

5 週 期 期 ，各

FF  
期 期 ，各 FF について理解

し，説明できる  

6 週 シュミットトリ  シュミットトリ について動 理を理解

し，説明できる  

7 週 ロ ック IC ロ ック ICについて理解し，説明できる  

8 週 中 試   
9 週  について説明することができる  

10 週 期 ンタ， 期

ンタ 
期 ンタ， 期 ンタについて

理解し， することができる  

11 週 レ スタ，シフトレ ス

タ，シフト ンタ 
レ スタ，シフトレ スタ，シフト ンタ

について理解し，説明することができる  

12 週 AD 換と DA 換 AD 換，DA 換の 理を理解し，説明する

ことができる  

13 週 各 AD 換  各 AD 換の動 理を理解し， する
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ことができる  

14 週 各 DA 換  各 DA 換の動 理を理解し， する

ことができる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 
基礎的能力        
専門的能力 80    20  100 
分野横断的能力        
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教科名 通 工学 I 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E010 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 電 工学：， ロ 社 

担当者  生 

 
到達目標 

１． について説明できる  
２． 電 について説明できる  
３． 電 と 合 について説明できる  

． アンテ について説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電 方 の解を め

られる 電 電

の を でき

る  

電 方 を説明でき

る 電 電

の の を説明

できる  

電 方 を説明でき

ない 電 電

の の を説

明できない  

評価項目２ 面 に したマク

ス ル方程 を解

ける 面 の つ

の の を

できる  

マクス ルの電

方程 から基 的な

を できる

面 の つ の

について説明で

きる  

マクス ルの電

方程 から基 的な

を できな

い 面 の つ

の について

説明できない  

評価項目３ 各 よび

合 に必要な

を できる  

各 よび

合 について説

明できる  

各 よび

合 について説

明できない  

評価項目  フリスの を

用いて の

に わる

の ができる  

ダイポールアン

テ よび ア

ンテ の つ の

について説明で

ダイポールアン

テ よび ア

ンテ の つ の

について説明き
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き を でき

る  
ない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 本科 では電 よびアンテ の基本的な について 基 的な事

の説明 よび必要な を できる能力を い 本 的な通 工学を学

ための基 力を う  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で行う た， ， 習 などを行う  

注意点 電気 気学を履修していること た， 科 のうち，理 に する

科 を履修していること  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス，各 の位

け 
学習内容や 意事 ， の評価方 につい

て理解できる 通 工学 I で学 各 の

を理解できる  

2 週 電 と電  電 と電 の を理解できる 面 に

ついて理解できる  

3 週 電 の分  電 の と よび の や

を理解できる  

4 週 分  分 と集中 の いを理解

し 分 ルを理解できる

と イン ーダンスを理解できる  

5 週 の電 と電

 
の電 と電 の から

の を理解できる  

6 週 からの による

電 電  
からの で電 と電 を 現でき

のイン ーダンスを めることができる  

7 週 に ける

と 在  
のイン ーダンスと イン ーダ

ンスの から よび 在 を

められる  

8 週 中 試   
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9 週 電 の基本  電 の基本 を理解できる  

10 週 面電  面 の を理解し マクス ル方

程 から 動方程 を できる  

11 週 中の 面  中に ける 動方程 から電 を 現で

きる 動イン ーダンスを理解できる  

12 週 中の 面  に ける 動方程 から電 を

現できる  

13 週 行 と

 
と の を理解でき

る イン ーダンスの 合について理解でき

る  

14 週 用 と電力分  用 と電力分 について理解できる  

15 週 期 試   
16 週 テスト と解説  

後期 

1 週  の と 内を する電 に

ついて理解できる  

2 週  の と 内を する電 に

ついて理解できる  

3 週  換 よび 方向

合 について理解できる  

4 週 マ ック T マ ック T の と の内 を する電

について理解できる  

5 週 ダイポールからの

電 の  
ダイポールから される電 と を

理解できる  

6 週 の  ダイポールの の を理解でき

る 電力を められる  

7 週 の  よび 向 を められる  

8 週 中 試   
9 週 アンテ  アンテ の を理解できる  

10 週 アンテ の

 
アンテ の を理解できる  

11 週 実  実 について理解し アンテ の実

を められる  

12 週 力イン ーダンスと

イン ーダンス

地アンテ  

アンテ の 力イン ーダンスと

イン ーダンスを理解できる 地アンテ

について理解できる  
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13 週 アンテ の 得 アンテ の 得の を理解できる  

14 週 アンテ  アンテ の 電力を められる リ

スの を理解できる  

15 週 期 試   
16 週 よび解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 「図解 ン ュータアー テクチ   2 」   
 2011 

担当者   

 
到達目標 

１． ン ュータアー テクチ に する基本的な を理解できる 
２． ン ュータの について理解できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ン ュータアー テ

クチ に する基本的

な を理解し，

要 ごとに説明でき

る． 

ン ュータアー

テクチ に する基

本的な を理解で

きる． 

ン ュータアー

テクチ に する基

本的な を理解で

きない． 

評価項目２ ン ュータの の

れを理解し，大 か

な分 を説明できる． 

ン ュータの

の れを理解できる． 
ン ュータの

の れを理解できな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要   本科 は，これ での ン ュータを や 書 などの とし

て う 場からもう み んで， ン ュータの 組みである ン

ュータアー テクチ について理解することを 的とする． ン ュータ

を 要 に， 令 ットアー テクチ ， アー テクチ ，
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アー テクチ ， リアー テクチ ，システムアー テクチ などに

分 し， れ れの 組みを学習する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
  工学は ン ュータ ハード アのしくみ よび レーテ

ン システムを とした基本 フト ア について学習する． 

注意点   工学を学習する上で， 理( 通 技 の基本用 よびリ

テラシー) よび 理 の基 的な が必要である． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ン ュータの   ン ュータの の について理解で

きる  

2 週 イマン型 ン ュー

タ 
 イマン型 ン ュータの基本 ，基本動

について理解できる  

3 週 令 ットアー テク

チ  
 令について理解できる た，アド

レッシン についても理解できる  

4 週 アー テクチ   ータの 現方 について理解できる

た， アルゴリ ムについても理解できる  

5 週 アー テクチ   イ ードロ ック 方 について理解

できる  

6 週 リアー テクチ

１ 
IC リについて理解できる た，

についても理解できる  

7 週 リアー テクチ

２ 
ッシュ リアー テクチ について理

解できる た， リアー テクチ に

ついても理解できる  

8 週 中 試   
9 週 みアー テクチ  みの 要と動 について理解できる  

10 週 イプラインアー テ

クチ  
イプライン 理の基本について理解できる

た， 技 についても理解できる  

11 週 システムアー テクチ

１ 
プロ ス 理の方 について理解できる  

12 週 システムアー テクチ

２ 
マルチプロ ラミン について理解できる  

13 週 システムアー テクチ

３ 
理について理解できる た，フ イル

システムとフ イル を理解できる  

14 週 システムアー テクチ システムの について理解できる  
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15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 60    20  80 

専門的能力 20      20 

分野横断的能力        
 
 

86



教科名 電気  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 電力 ース 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 新インター ニバーシテ  電気電 ：  ， ーム社 

担当者   

 
到達目標 

１．電気 に ける必要な基 が理解できる  
２． 電 の や を理解し，各 について説明できる  
３． 電体 の や を理解し，各 について説明できる  

． の や を理解し，各 について説明できる  
５． の や を理解し，各 について説明できる  

． の の の や を理解し，各 について説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電気 に ける必

要な基 を理解

し，応用することがで

きる  

電気 に ける必

要な基 が理解

できる  

電気 に ける必

要な基 が理解

できない  

評価項目２ 電 の や

を理解し，各

について の ，

，用 などを説明で

きる  

電 の や

を理解し，各

について説明でき

る  

電 の や

を理解し，各

について説明でき

ない  

評価項目３ 電体 の や

を理解し，各

について の ，

，用 などを説明

できる  

電体 の や

を理解し，各

について説明で

きる  

電体 の や

を理解し，各

について説明で

きない  

評価項目  の や の や の や
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を理解し，各

について の ，

，用 などを説明で

きる  

を理解し，各

について説明でき

る  

を理解し，各

について説明でき

ない  

評価項目  の や

を理解し，各

について の ，

，用 などを説明で

きる  

の や

を理解し，各

について説明でき

る  

の や

を理解し，各

について説明でき

ない  

評価項目  の の の

や を理解し，各

について の

， ，用 などを

説明できる  

の の の

や を理解し，各

について説明

できる  

の の の

や を理解し，各

について説明

できない  

 
 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 本科 では，電気 を学 上での基 や電気 を する 電

， ， 気 について学  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で行う ，レポートもしくは テストを行う  

注意点 物理（ 力学）や 学，電気 ，電気 気学，電 バイスを履修し

ていることが しい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス，電気 の

基  
本科 の必要 ，内容，評価方 が理解で

きる  
電気 を学 上での必要な について理

解できる  

2 週 電気 の基  電気 を学 上での必要な について理

解できる  

3 週 電  電 の基 的な を理解し，各
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について説明することができる  

4 週 電  電 の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

5 週 電  電 の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

6 週 電体  電体 の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

7 週 電体  電体 の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

8 週 中 試   
9 週  の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

10 週  の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

11 週  の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

12 週  の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

13 週  の基 的な を理解し，各

について説明することができる  

14 週 の の  の の について， の と を説

明できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 電気  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E013 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 電気 と電気 理： 野 ， 電 大学  

担当者   

 
到達目標 

１．電気事業や の ， に するもの， の な にかかわる の必要 を

理解し， の 要を説明できる  
２．電気工 物や電気用 に して， 上 要な技 基 の 要を理解し，説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 電気事業や の

， に するも

の， の な に

かかわる につい

て，必要 と 要を

確に（ 上）説明

することができる  

電気事業や の

， に するも

の， の な

にかかわる につ

いて，必要 と 要

を 確に（

上）説明すること

ができる  

電気事業や の

， に するも

の， の な に

かかわる につい

て，必要 と 要を説

明できない  

評価項目２ 電気工 物や電気用

に して， 上

要な技 基 の

要を 確に（

上）説明することが

できる  

電気工 物や電気

用 に して，

上 要な技 基

の 要を 確

に（ 上）説明

することができる  

電気工 物や電気用

に して， 上

要な技 基 の 要

を説明できない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 

90



教育方法等 

概要 電気は 生 と にとって必要 な ネル ーである のため

要 の を すると に電気を する電気事業 の健 な

を図る必要がある た 電気は感電や 電 という な面もあり

電気を する を する 電気工事をする に して す

る必要がある  
授業では電気事業の と 令の 要を説明し 電気事業 電気工

物に する 基 及び電気 に する 要， た 業 が実

している ネル ー 電力 運用などに する を すること

により 電気事業の実 面の と応用力の に める  
理では 電 電気 の運 , , について 能を合理

的に させるため 電気 体の 理運用について 要を する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業は， 科書と 書を中心に行うので， ートの 実を各自はかること

た， での用 とは なる が多いので， 習 習を行うこと  

注意点 本科 は認 で電気主 技 の を取得するための必 科 です  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス 本科 の位 け，必要 ， ，評価方

などについて理解できる  

2 週 電気事業と の  の 要を理解し，説明できる  

3 週 電気事業 と事業  の 要を理解し，説明できる  
4 週 と電  の 要を理解し，説明できる  
5 週 生 能 ネル ー

に する  
の 要を理解し，説明できる  

6 週 電気工 物の  の 要を理解し，説明できる  
7 週 電気主 技 電気工

事 電気用

電気工事業  

の 要を理解し，説明できる  

8 週 中 試   
9 週 電気工 物の技 基

の と用 の  
の 要を理解し，説明できる  

10 週 電 電 の工

物 
の 要を理解し，説明できる  

11 週 電  の 要を理解し，説明できる  
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12 週 電気 よび

 
の 要を理解し，説明できる  

13 週 電気に する  の 要を理解し，説明できる  
14 週 電気 理 の 要を理解し，説明できる  
15 週 期 試  

16 週 テスト と解説 った を理解できる  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 20      20 

専門的能力 50      50 

分野横断的能力 30      30 
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教科名 電気応用 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E014 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 「 電気応用 1」 ， 参 ，雨 ，  

ロ 社  

担当者 本  

 
到達目標 

１． 照明工学 電 工学 電気 の れ れの分野に いて，基本的な事 を理解する

ことができる  
２． 照明工学 電 工学 電気 の れ れの分野に いて， する を解く

ことができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 照明工学 電 工

学 電気 の れ

れの分野に いて，

基本的な事 を 80％
上理解することが

できる  

照明工学 電 工

学 電気 の

れ れの分野に い

て，基本的な事 を

60％ 上理解するこ

とができる  

照明工学 電 工

学 電気 の

れ れの分野に い

て，基本的な事 を

60％ 上理解するこ

とができない  

評価項目２ 照明工学 電 工

学 電気 の れ

れの分野に いて，

する を

80％ 上解くことが

できる  

照明工学 電 工

学 電気 の

れ れの分野に い

て， する

を 60％ 上解くこ

とができる  

照明工学 電 工

学 電気 の

れ れの分野に い

て， する

を 60％ 上解くこ

とができない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 
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教育方法等 

概要 電気応用という 科 から分かるように，この科 は電気工学の応用

分野の学習である 電気は人 生 の なところで応用されているが，

の 用 態は ， ， 動力 ， などである このうち ，

， 動力 ３分野 の電気の応用のしかたを習得しようというのがこの

科 である  
 に しては 照明工学 ， に しては 電 工学 ，動力に しては 電

気 という分野について授業する れ れの分野に いて， の分

野の基本的な事 の理解に加え，電気というものが れ れの工業分野で

どのような で 用されているかを習得することが，大きな授業 であ

る  
 体的な授業 の１ は，照明の基 事 を理解するということで

ある た の照明 について， の点 の ニ ム，照明

について理解を める の理解に加え照明 についても習得す

る  
 授業 の 2 は，電 に する 事 を理解することである

度と の単位に り， 容 などの基 的事 を理解したうえで，

電気加 の学習を行い，電 を習得する  
 授業 の 3 は，電気 の 要を理解することである 業

の と の には， な がある ある時は電気 が

業の を してきたし，ある時は 業の が電気 を進 させて

きた このような を学習するとともに，電気 の基本的な 分を学

習する については い 用されてきた ータを 用した

電 から，最新のインバータと VVVF を えた 電動 用の新 電

で， た電力 については き電と き電方 の 方について

学習する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
主として 方 で行う  
 

注意点 科書は１ している この には照明工学 電 工学分野は

されているが，電気 分野は がない の 書がす てである

から，きちんと ートをとることが大 である  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

 

1 週 科 要と授業の進め

方 の イダンス 
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後期 

2 週 照明工学（１） 照明工学の基本的な事 を理解できる  

3 週 照明工学（２） 照度の と を 用して照度

ができる  

4 週 照明工学（３） 照明 の点 理を理解して， の点

を くことができる  

5 週 照明工学（ ） 体 の を って，照度を めるこ

とができる  

6 週 照明工学（５） JIS に められている照度基 の を理解し

主な 内の照度基 を えることができ

る  

7 週 照明工学（ ） 照明 の考え方を理解して， 単な 物の

照明 ができる  

8 週 期中 試   
9 週 電 工学（１） 電 工学の基本的な事 を理解できる  

10 週 電 工学（２） 加 に必要な電気 ータの容 ができ

る た， を電 に き換えて考え，

ができる  

11 週 電気 工学（１） 電気 の を理解できる の

を理解して， 行時の の ける

心力を できる  

12 週 電気 工学（２） 電気 に積 れている主電動 の を

り， き電動 の を理解できる  

13 週 電気 工学（３） 電 の 電 の と の

を ， れ れの 図を くことができ

る  

14 週 電気 工学（ ） 電 に ける電 の と を理

解できる  

15 週 期期 試   
16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        
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専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電気  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E015 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電力 ース） 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 電気 学 内 ーム社 する各  

担当者 期：  ，後期： 本  

 
到達目標 

１． に必要な事 が理解できる  
２． にあわせて，期 でに の ができる  
３． した内容について， 書を し，説明することができる  

． 工学に する基本的な事 を理解できる  
５． 理に する基本的な事 を理解できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ に必要な事 を理

解し，説明できる  
に必要な事 を

理解できる  
に必要な事 を

理解できない  

評価項目２ にあわせて，

などなしに期

でに各 の

ができる る   

にあわせて，

期 でに各

の ができ

る  

にあわえて，

期 でに各

の ができな

い   

評価項目３ 

 

した内容に

ついて，期 でに

書を しい 本 を

用いて 理的に とめ

ることができる  

した内容に

ついて，期 でに

書を とめること

ができる  

した内容に

ついて，期 でに

書を とめること

ができない  

評価項目  

 

工学に する基

本的な事 を 80％
上理解できる  

工学に する

基本的な事 を 60％
上理解できる  

工学に する

基本的な事 を 60％
上理解できない  

評価項目  理に する基本 理に する基 理に する基
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 的な事 を 80％ 上

理解できる  
本的な事 を 60％
上理解できる  

本的な事 を 60％
上理解できない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

○C-1(d-3)：自ら を し， の本 を理解できること． 

 
教育方法等 

概要 期：電気 や電気 で学ん をもとに の を行い，

に する の習得をする  
後期： 工学の基 理の基 を中心に，ISO や PL に加え

的 に しても の習得に める  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
期： の に必要な の を行い，各人で えられたテーマに

ついての を行う テーマについては， れ れ の なる

の を し，レポートを する  1： 電動   2：
 

後期： 習 も れながら 中心で行う  

注意点 レポートは の のものであるので， なき場合は評価できない

ので， 履修とする（ 期） の は み中の とする  
後期は試 100％で評価する 期の試 50％ ポートフ リ 50％と，

後期の試 100％ の 0％を して，通 の評価 合を試 75％
ポートフ リ 25％と していることに 意すること  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

 

 

 

 

 

期 

1 週 イダンス 本科 の位 け，必要 ， ，評価方

などについて理解できる  

2 週 の と容  に する を理解し，説明できる  

3 週 の と容  に する を理解し，説明できる  
4 週 と  に する を理解し，説明できる  
5 週 の理  に する を理解し，説明できる  
6 週 の理  に する を理解し，説明できる  
7 週 加 の理  に する を理解し，説明できる  
8 週 中 試   
9 週 電動 の  に して，必要な を理解し， に
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あわせて ができる   
10 週 電動 の  に して，必要な を理解し， に

あわせて ができる   
11 週 電動 の  に して，必要な を理解し， に

あわせて ができる   
12 週 電動 の  に して，必要な を理解し， に

あわせて ができる   
13 週 電動 の  に して，必要な を理解し， に

あわせて ができる   
14 週 の 心と  に する を理解し，説明できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説 った を理解できる  

 
 
 
 
 
 
 
 
後期 

1 週 工学の基 （１） の意 を理解できる  

2 週 工学の基 （２） ア イラ リテ ーの意 を理解できる  

3 週 工学の基 （３） の と を理解できる  

4 週 工学の基 （ ） MTBF と MTTR を理解して，システムのア

イラ リテ ーを することができる  

5 週 工学の基 （５） システムと システムの 度を れ

れ めることができる  

6 週 ータの解 方

（１） 
理 分 の を り， 度の に応用で

きることを理解できる  

7 週 ータの解 方

（２） 
分 を った 度の を実行できる  

8 週 後期中 試   
9 週 理の基 （１） JIS に された 理に する用 につい

て理解できる  

10 週 理の基 （２） 理に われる QC つ について理解

できる  

11 週 理の基 （３） 新 QC つ について理解できる  

12 週 理の基 （ ） ISO9000 シリー 14000 シリー について

の 要を説明することができる  

13 週 理の基 （５） 的 について の と 要を説明す

ることができる  

14 週 理の基 （ ） PL の 要について説明することができる  

15 週 後期期 試   
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16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 75    25  100 

基礎的能力        

専門的能力 75    25  100 

分野横断的能力        
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教科名 工学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E016 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 自 プリント， 
参考書：「ア ンブラ  CASLII」 か 工学図書 会社 

担当者   

 
到達目標 

１．ア ンブラ CASLII を理解できる 
２．ICT 技 のトレンドについて理解できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ア ン ブ ラ

CASLII を理解し，

れを用いて応用プロ

ラムを できる  

ア ン ブ ラ

CASLII の基本的な

令を理解できる  

ア ン ブ ラ

CASLII の基本的な

令を理解できない  

評価項目２ 最新の ICT技 のトレ

ンドについて理解でき

る  

これ での ICT 技

の基本的な の

れを理解できる  

これ での ICT 技

の基本的な の

れを理解できない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要   工学 では， ン ュータ内 ， に CPU の 組みと基本的

な動 を理解することが である． 体的には，ア ンブラ の基本，

及びア ンブラ を用いたプロ ラミン の基本的 の理解するこ

とである． 

授業の進め方と   
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授業内容・方法 

注意点   られた授業時 内では 分な技 は につかない．授業中に す

を中心に， み時 や 後を 用して積極的に 習を行なうことで理解

を めて しい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 ン ュータ よび ICT
技 の 要１ 

主要な CPU や OS について説明できる  

2 週 ン ュータ よび ICT
技 の 要２ 

スクトップから バイル で，最 の

ン ュータや ICT 技 のトレンドについて説

明できる  

3 週 プレ ンテーシ ンの

 
の ICT 技 を理解し， れらを組み合わ

せて新たな を して するための

をする  

4 週 プレ ンテーシ ン１ する を することができる  

5 週 プレ ンテーシ ン２ する を することができる  

6 週 ア ン ブ ラ  
CASLII の 要 

COMMETII の について説明できる  

7 週 ハ ー ド ア 
COMETII の  

や の 現方 を説明できる た，CPU 
のレ スタ を説明できる  

8 週 中 試   
9 週 ア ンブラ CASLII の

書き方 
， の確 ， 実行 の書き方を， れ

れ説明できる  

10 週 CASLII の 令１ CASLII の 令 を説明できる た，ロー

ド ストア 令，ロードアドレス 令を説明で

きる  

11 週 CASLII の 令２ 令， 理 令を説明できる  

12 週 CASLII の 令３ 令，シフト 令を説明できる  

13 週 CASLII の 令  分 令を説明できる  

14 週 CASLII の 令５ スタック 令， ール リターン 令，マ

クロ 令を説明できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 40    30  70 

専門的能力 20    10  30 

分野横断的能力        
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教科名 電 工学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E017 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 なし（ ， を する） 

担当者   

 
到達目標 

１． 通 に必要となる について理解できること． 
２． に進 しているマルチ ア の基 技 について理解できること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習するす ての

理 や について

も めて説明でき

る． 

いくつかの 方

の理 や の

要を説明できる． 

いくつかの 方

の理 や につ

いて 要を説明でき

ない． 

評価項目２ マルチ ア

の 理や を説明

できる． 

マルチ ア

の 要を説明で

きる． 

マルチ ア

の 要を説明で

きない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解している． 

 
教育方法等 

概要 レクトロニクス技 は な 用電 から人工 にいたる

で，現 社会の い分野で進 し，必要 な技 の とつとなって

いる． 
本科 では， 通 やマルチ ア に する分野について学修

する． 

授業の進め方と を中心とする． た， として するプリントを用いて 習
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授業内容・方法 習を行うこと． 

注意点 電気 よび電 の を有していること． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 理  よび について説明できること．

た， の方 の つである 理

について説明できること． 

2 週  について説明できること． 

3 週 理  理 について説明できるこ

と． 

4 週  について説明できるこ

と． 

5 週 ルス  ルス 理 よび の について

説明できること． 

6 週 通 技 １ 通 技 の必要 や技 の について説

明できること． 

7 週 通 技 ２ フ イバのしくみや フ イバを用いた通

技 の 要について理解できること． 

8 週 中 試   
9 週 １ の や 組みについて説明できる

こと． 

10 週 ２ スプレイの や 組みについて説明で

きること． 

11 週 １ と の と の について理解で

きること． 

12 週 ２ マイクロ ンの や 組みについて説明で

きること． た，ス ー ーの や 組みに

ついて説明できること． 

13 週 号の 生 の アと 方 ， 生方 につ

いて説明できること． 

14 週 号の 方  や動 の 方 について説明できる

こと． 

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 通 工学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E018 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 科書：「新 通 」 通 技 会 電気通 会 
参考書：「通 サー ス 用 イドブック」 社 

担当者 NTT からの  

 
到達目標 

１．通 システムの 基  ，すなわち の 考え方 実現方 を説明できる  
２．通 ネット ークの と ネット ークを実現する技 を説明できる  
３．通 サー ス 通 技 に いては，最新の通 技 各 サー スの 組み 実現方

を説明できる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 通 システムの

基  ，すなわち の

考え方 実現方

を に説明でき

る  

通 システムの

基  ，すなわち

の 考え方 実

現方 を説明できる  

通 システムの

基  ，すなわち

の 考え方 実

現方 を説明できな

い  

評価項目２ 通 ネット ークの

と ネット ークを

実現する技 を に

説明できる  

通 ネット ークの

と ネット ーク

を実現する技 を説

明できる  

通 ネット ークの

と ネット ーク

を実現する技 を説

明できない  

評価項目３ 通 サー ス 通 技

に いては，最新の

通 技 各 サー

スの 組み 実現方

を に説明できる  

通 サー ス 通 技

に いては，最新の

通 技 各 サー

スの 組み 実現方

を説明できる  

通 サー ス 通 技

に いては，最新の

通 技 各 サー

スの 組み 実現方

を説明できない  
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学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  本科 の 要は のと りである  
（１）システムの 基  
 通 システムは社会インフラの とつであり い が められる

この要 に応える の について の 考え方 実現方

を理解する  
（２）通 ネット ークの 実現技   
 通 ネット ークの と ネット ークを実現する技 を理解する

通 ネット ークは の電 を主体としたア ロ から アに

する の い タル 行し にマルチ ア通

ータ通 向けに しつつある ここではア ロ の生い

ちから タル の動向を過 現在 の通 として

する  
（３）通 サー ス 通 技   
 最新の通 技 サー スのしくみを理解する 通 サー スは通 シ

ステムを 用して 人 人 人 各 サー ス ンタ ン ュータ

ン ュータ ンタなど多 な end to end 通 を行う に現在は IP
通 が めるサー ス の が 的に 大している こでは IP 通

技 に大きな を いて各 サー スの 組み 実現方 を理解する  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 上 を授業と の 学により行う 必要に応 て 学を実 す

る  

注意点  インターネットの ーム ー で 多な最新の が得られるので

サイトを 用して ある分野の めてもらいたい た 図書館

などを積極的に 用して 時 の事 学習や 習に めて しい  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 通 業 の動向  
通 技  

通 業 の動向について説明できる  

2 週 通 技  通 技 について説明できる  

3 週 通 技  通 技 について説明できる  

4 週 アク ス技  アク ス技 について 単に説明できる  

5 週 アク ス技  アク ス技 について説明できる  
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6 週 通 技  通 技 について説明できる  

7 週 学 通 の実物について説明できる  

8 週 中 試   
9 週 換 ード技  換 ード技 について 単に説明できる  

10 週 換 ード技  換 ード技 について説明できる  

11 週 リンク技  リンク技 について説明できる  

12 週 イ レス技  
通 ネル ー技  

イ レス技 と通 ネル ー技 につい

て説明できる  

13 週 ータ通 ネット ー

ク技  
ータ通 ネット ーク技 について説明で

きる  

14 週 ネット ークアプ

リ ーシ ン技  
通 技  

ネット ークアプリ ーシ ン技 と

通 技 について説明できる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 電  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E019 科目区分 選択 

授業形式 授業，実習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 電気工学科（電 ー

ス） 
対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に するプリント 

担当者   

 
到達目標 

１． に必要な事 が理解できる  
２． にあわえて，期 でに各 の ができる  
３． した内容について，期 でに 書を とめることができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ に必要な事 を

理解し，説明できる  
に必要な事 が

理解できる  
に必要な事 が

理解できない  

評価項目２ にあわせて，

などなしに期

でに各 の

ができる  

にあわえ

て，期 でに各

の が

できる  

にあわえ

て，期 でに各

の が

できない  

評価項目３ した内容に

ついて，期 でに

書を しい 本

を用いて 理的に

とめることができる  

した内容

について，期 で

に 書を とめる

ことができる  

した内容

について，期 で

に 書を とめる

ことができない  

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる内容を理解していること． 

○C-1(d-3)：自ら を し， の本 を理解できること． 
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教育方法等 

概要 本科 では， 理 や電 で学ん をもとに の を行

い，実 に をすることで理 のより い理解と に する

の習得をする  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
電 や 理 の に必要な の と に する実

習を行う 実習については， 後にレポートを す  
1：トラン スタ  
2：組み合わせ 理  
3：  
4：マイ ン 

注意点 えられた に して をしない， たはレポートを しな

い場合は評価を 30 点 とする  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イダンス， 1 本科 の位 け，必要 ， ，評価

方 などについて理解できる  
1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

2 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

3 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

4 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

5 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

6 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

7 週 1 1 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

8 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

9 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

10 週 2 2 に して，必要な を理解し，
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にあわせて ができる  

11 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

12 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

13 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

14 週 2 2 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

2 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

3 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

4 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

5 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

6 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

7 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

8 週 3 3 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

9 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

10 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

11 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

12 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  
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13 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

14 週 4 4 に して，必要な を理解し，

にあわせて ができる  

15 週 期 試  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    30 10 100 

基礎的能力      10 10 

専門的能力 60    30  90 

分野横断的能力        
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教科名 学 実習 

 
科目基礎情報 

科目番号 5E020 科目区分 選択 

授業形式 習 単位数 1 2 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数  
教科書／教材  
担当者 5E  

 
到達目標 

１．実習 で えられた について， の本 を理解できる  
２．実習 で えられた に し，自ら取り組むことができる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 実習 で えられた

について， の本

を に説明できる  

実習 で えられた

について， の本

を理解できる  

実習 で えられた

について， の本

を理解できない  

評価項目２ 実習 で えられた

に し，積極的に自

ら取り組むことができ

る  

実習 で えられた

に し，自ら取り

組むことができる  

実習 で えられた

に し，自ら取り

組むことができない  

 
学科の到達目標項目との関係 

C-1(d-4)：自ら を し， の本 を理解できること． 
A-3(f)： かつ に 解 現ができること．  
B-2(d-1)： 分野の内容を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  期 中に， 業の生 現場や の各現場に いて 1~2 週 の実

習を する 本科 の いは，実習現場で がどのように 用さ

れているか理解し， 分野に ける自 向上能力を育 すること，

業に く に必要な能力を に けることである た，実習で得
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られた や は， の進 選択の に大 参考になるであろう  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
評価方 ：上 の 学習 育 に いて， の 2 について，

実習 会，実習 書，実習 明書により，E科 が 5 で評価し，

の を の評価点とする  

 実習内容や の理解ができているか 

 実習に積極的に取り組むことができたか 

た，上 の○学習 育 に して， の 3 について，実習

会により，E 科 が 5 で評価し， の を○ の評価点

とする  

 は に されていたか 

 実習内容 を説明することができたか 

 に する応 は であったか 

には，実習内容，実習に する自分の取り組み方（姿勢），

分野との ，実習で得られた や ， 業体 に する考 に

ついての は必ず れること  

評価基 ：上 の 学習 育 の評価点， よび，○学習 育

の評価点が， て 3 上を合 とする  

注意点 業人としての社会 育であるところは の科 と なった がある

が，実習 に いて する事 は， 科 で習得したことを実 でき

るチ ンスであり，さらに の分野の 学を める 会となる  
実習期 は， の態勢で実習が できるよう け れ の

について を 集する  
実習期 中は， け れ のス ュールに い， される時 内

容で学習や実習を行う  
実習期 後は，学 実習 書の学 の を ける た，

学 実習 会では，実習内容の よび に する 応 を行

う  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 1 週 [1] 業 などに

ける実習 

 

 

 

 

実習 で えられる を理解し， な 応

ができる  
実習内容について理解できる  
実習に積極的に取り組むことができる  

が実社会でどのように 用されてい

るか理解できる  

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 
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7 週  

 

[2] 実習 書の ，

実習 会 

社会人としての在り方について理解できる  
 
実習内容や実習を通 て学ん ことを，わかり

やすく説明できる  

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

後期 1 週 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

 
 
 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50    50 100 

基礎的能力        

専門的能力  50    50 100 

分野横断的能力        
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教科名  

 
科目基礎情報 

科目番号 5E021 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １ 

開設学科 電気工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数  
教科書／教材 必要に応 て が する  

担当者 科  

 
到達目標 

１． に して，現 を進 させるための の 理解ができる  
２． に して，これ で につけた考 力 工学の 実 力 を総合して 用

し，現 での解を き せる  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ に して，現

を進 させるため

の の 理解が

主体的にできる  

に して，

現 を進 させるた

めの の 理

解ができる  

に して，

現 を進 させるた

めの の 理

解ができない  

評価項目２ に して，こ

れ で に けた考

力 工学の 実

力 を 合して

用し，現 でのよりよ

い解を き せる  

に して，

これ で に けた

考 力 工学の

実 力 を総合

して 用し，現 で

の解を き せる  

に して，

これ で に けた

考 力 工学の

実 力 を 合

して 用できず，現

での解を き せ

ない  

 
学科の到達目標項目との関係 

C-2(e)： につけた と実 力を 用し， を解 できること． 

○C-1(d-3)：自ら を し， の本 を理解できること． 
○C-2(h)： につけた と実 力を 用し， を解 できること． 
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教育方法等 

概要 から えられた について， の 的を し，自主

的に を 行する 「 を分 考 」，「 を 」，「 書を

とめる」という の れにより，学生の 解 能力 よび自主学習能

力を育 することを 的としている  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
評価方 ： 書 よび 会での などにより，総

合的な評価をする  

評価基 ：評価は 5 評価で行い，評価 3 上を合 とする とめな

どを めて 45時 上 をすること  

注意点 に する 意事  

時期について 

期 中に すること 基本的には 中に実 する な ，

を するものは 7 中 でに に すること  

単位認 のための時 について 

時 やレポートを とめる時 などの総 が 45 時 上であるこ

と  

会について 

会を実 する 実 要 については， する  

書について 

書を された期 でに必ず すること  

実 時 書について 

の書 に し， された期 でに必ず すること  

 

選択した分野に ける との は う でもないが，自ら

し， を行い さらに の学生の を することにより， 業

に がる自主 やプレ ンテーシ ン， 応 などの能力の育 を

図る  

後， についての 会を行なう  
 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

or 

後期 

1 週 方 の  事 に と打ち合わせしてきた の

的と ，進め方について認 できる  

2 週  テーマついて理解を めることができ

る  
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3 週  を実 できる  

4 週  を実 できる  

5 週  を実 できる  

6 週  を実 できる  

7 週  を実 できる  

8 週  を実 できる  

9 週  を実 できる  

10 週  を実 できる  

11 週  を実 できる  

12 週 書

の  
実 した 内容を 書 にわか

りやすく とめることができる  

13 週 書

の  
実 した 内容を 書 にわか

りやすく とめることができる  

14 週 書

の  
実 した 内容を 書 にわか

りやすく とめることができる  

15 週 書

の  
実 した 内容を 書 にわか

りやすく とめることができる  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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